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松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
抜
刷
令
和
三
年
三
月
発
行
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
古
屋
壮
一
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
古
屋
壮
一
一
本
稿
の
目
的
二
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
1
暫
定
草
案
2
第
一
草
案
3
第
二
草
案
4
第
三
草
案
5
最
終
草
案
と
連
邦
内
閣
の
報
告
書
6
一
八
八
三
年
施
行
の
ス
イ
ス
債
務
法
三
残
さ
れ
た
研
究
課
題
一
本
稿
の
目
的
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
三
月
二
二
日
開
催
の
第
七
二
回
法
典
調
査
会
に
提
出
さ
れ
た
、
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
の
修
正
原
案
で
あ
る
甲
号
議
案
四
七
〇
条
に
つ
い
て
（
1
）、
こ
れ
を
単
独
起
草
し
た
梅
謙
次
郎
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
は
（
2
）（
3
）、
右
の
法
典
調
一
査
会
に
お
け
る
審
議
の
冒
頭
、「
本
条
ノ
規
定
ハ
財
産
編
第
三
百
四
十
七
条
ノ
第
一
項
ト
精
神
ハ
同
シ
テ
ア
リ
マ
ス
即
チ
主
義
カ
同
シ
テ
ア
ル
ノ
テ
ス
」
と
述
べ
た
（
4
）（
5
）。
旧
民
法
財
産
編
は
、
同
三
四
五
条
に
お
い
て
「
合
意
ハ
当
事
者
及
ヒ
其
承
継
人
ノ
間
ニ
非
サ
レ
ハ
効
力
ヲ
有
セ
ス
ト
雖
モ
法
律
ニ
定
メ
タ
ル
場
合
ニ
於
テ
シ
且
其
条
件
ニ
従
フ
ト
キ
ハ
第
三
者
ニ
対
シ
テ
効
力
ヲ
生
ス
」
と
規
定
し
た
上
で
、
同
三
四
七
条
一
項
に
お
い
て
、「
記
名
証
券
ノ
譲
受
人
ハ
債
務
者
ニ
其
譲
受
ヲ
合
式
ニ
告
知
シ
又
ハ
債
務
者
カ
公
正
証
書
若
ク
ハ
私
署
証
書
ヲ
以
テ
之
ヲ
受
諾
シ
タ
ル
後
ニ
非
サ
レ
ハ
自
己
ノ
権
利
ヲ
以
テ
譲
渡
人
ノ
承
継
人
及
ヒ
債
務
者
ニ
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
一
項
は
、（
指
名
）
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
譲
渡
人
お
よ
び
譲
受
人
に
対
し
て
は
（
6
）、
両
者
に
よ
る
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
及
ぶ
も
の
の
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
は
、
同
契
約
締
結
の
み
な
ら
ず
、
債
務
者
に
対
す
る
通
知
ま
た
は
債
務
者
に
よ
る
承
諾
が
な
け
れ
ば
及
ば
な
い
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
一
項
と
甲
号
議
案
四
七
〇
条
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
型
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
基
本
的
に
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
引
き
継
い
で
い
る
日
本
民
法
典
（
以
下
「
民
法
」
と
い
う
。）
四
六
七
条
も
、
一
般
的
に
同
様
に
把
握
さ
れ
て
い
る
（
7
）。
フ
ラ
ン
ス
民
法
型
の
対
抗
要
件
主
義
は
、
債
権
の
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
た
め
に
（
8
）、
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
善
意
の
債
務
者
が
譲
渡
後
に
譲
渡
人
に
対
し
て
弁
済
を
し
た
際
、
そ
の
弁
済
を
有
効
と
し
て
債
務
者
が
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
険
を
除
去
す
る
。
さ
ら
に
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
と
し
て
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
が
譲
受
人
か
ら
確
実
に
債
権
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
債
権
取
引
の
安
全
を
図
る
も
の
で
あ
る
（
9
）。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
型
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
規
定
と
し
て
甲
号
議
案
四
七
〇
条
や
民
法
四
六
七
条
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
他
方
で
、
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
に
あ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
や
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
三
の
外
国
法
典
ま
た
は
そ
の
草
案
を
参
照
し
て
い
る
（
10
）。
梅
起
草
委
員
は
、「
特
筆
大
書
ス
ヘ
キ
ハ
新
民
法
ノ
従
来
ノ
我
諸
法
典
及
ヒ
外
国
多
数
ノ
法
典
ノ
如
ク
一
国
ノ
法
典
ヲ
模
範
ト
シ
テ
起
草
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
ル
コ
ト
是
ナ
リ
或
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
二
389
ハ
独
逸
民
法
草
案
ニ
依
レ
ル
部
分
ア
リ
或
ハ
瑞
西
債
務
法
ニ
倣
ヘ
ル
部
分
ア
リ
或
ハ
伊
国
民
法
ヲ
模
範
ト
セ
シ
部
分
ア
リ
或
ハ
西
国
民
法
ニ
則
リ
タ
ル
部
分
ア
リ
其
間
ニ
多
少
ノ
別
ハ
ア
レ
ト
モ
新
民
法
ヲ
執
ヘ
テ
是
レ
独
逸
民
法
草
案
ニ
倣
ヘ
ル
モ
ノ
ナ
リ
是
レ
仏
国
民
法
ヲ
模
範
ト
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ト
放
言
ス
ル
者
ハ
蓋
シ
未
タ
新
民
法
ノ
一
編
タ
モ
熟
読
セ
サ
ル
者
ノ
ミ
」
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
み
を
参
照
し
て
法
典
化
さ
れ
た
旧
民
法
と
、
複
数
の
外
国
法
典
を
参
照
し
て
編
纂
さ
れ
た
明
治
三
一
年
民
法
と
の
違
い
を
強
調
す
る
（
11
）。
こ
の
梅
起
草
委
員
の
指
摘
か
ら
は
、
甲
号
議
案
の
各
規
定
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
外
国
法
典
に
お
け
る
当
該
条
文
と
そ
の
内
容
を
理
解
す
れ
ば
立
法
趣
旨
が
完
全
に
把
握
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
、
導
か
れ
う
る
。
三
起
草
委
員
が
参
照
し
た
す
べ
て
の
外
国
法
典
や
そ
の
草
案
に
お
け
る
当
該
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
精
査
し
な
け
れ
ば
、
甲
号
議
案
の
各
規
定
、
ひ
い
て
は
民
法
条
文
の
立
法
趣
旨
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
が
か
な
わ
ず
、
よ
り
妥
当
な
解
釈
に
到
達
し
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
梅
起
草
委
員
が
「
各
条
ニ
就
テ
細
ニ
之
ヲ
論
評
セ
ハ
旧
民
法
ト
我
邦
ノ
慣
習
ト
ノ
外
欧
米
諸
国
ノ
法
律
及
ヒ
学
説
中
其
可
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
取
リ
其
不
可
ナ
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
舎
テ
以
テ
尤
モ
虚
心
ニ
尤
モ
公
平
ニ
各
国
ノ
長
ヲ
取
ラ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
迹
顕
然
掩
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
12
）、
甲
号
議
案
の
起
草
時
に
参
照
さ
れ
た
複
数
の
外
国
法
典
や
そ
の
草
案
は
、
優
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
み
な
等
し
い
割
合
で
起
草
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
と
そ
の
後
身
で
あ
る
民
法
四
六
七
条
の
立
法
趣
旨
は
、
二
〇
一
七
年
の
改
正
に
よ
っ
て
民
法
四
六
七
条
一
項
に
付
加
さ
れ
た
将
来
債
権
譲
渡
の
部
分
を
除
き
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
や
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
に
お
け
る
当
該
規
定
と
そ
の
内
容
だ
け
を
理
解
し
て
も
、
残
り
一
一
の
外
国
法
典
や
そ
の
草
案
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
な
り
の
程
度
で
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
法
四
六
七
条
の
解
釈
論
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
基
礎
研
究
と
し
て
、
三
起
草
委
員
が
参
照
し
た
一
三
の
外
国
法
典
や
そ
の
草
案
を
立
法
過
程
か
ら
丹
念
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
一
三
の
外
国
法
典
や
そ
の
草
案
の
う
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
、
ド
イ
ツ
民
法
第
二
草
案
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
お
よ
び
ザ
ク
セ
ン
民
法
と
い
っ
た
四
つ
の
法
典
に
つ
い
て
、
三
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
388
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
三
起
草
時
に
参
照
し
た
当
該
規
定
を
沿
革
か
ら
調
査
し
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
民
法
四
六
七
条
の
立
法
趣
旨
の
さ
ら
な
る
把
握
を
試
み
て
き
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
基
礎
研
究
に
続
け
て
新
た
に
、
三
起
草
委
員
が
参
照
し
た
ス
イ
ス
債
務
法
の
規
定
（
一
八
四
条
か
ら
一
八
八
条
）
に
つ
い
て
（
13
）、
そ
の
立
法
過
程
を
可
能
な
か
ぎ
り
丁
寧
に
辿
り
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
お
よ
び
民
法
四
六
七
条
の
立
法
趣
旨
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
民
法
四
六
七
条
の
解
釈
論
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
も
企
図
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
私
法
の
基
本
法
た
る
民
法
典
ま
で
も
が
変
わ
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
」
し
た
う
え
で
（
13
の
2
）、
あ
る
べ
き
債
権
譲
渡
法
制
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
甲
号
議
案
四
七
〇
条
が
法
典
調
査
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
の
は
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
三
月
二
二
日
の
こ
と
で
あ
り
、
同
条
は
同
日
ま
で
に
起
草
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
（
13
の
3
）、
三
起
草
委
員
が
参
照
し
た
ス
イ
ス
債
務
法
と
は
、
一
八
八
一
年
に
公
布
さ
れ
（
14
）、
一
八
八
三
年
に
施
行
さ
れ
た
ス
イ
ス
債
務
法
（「
債
務
法
に
関
す
る
連
邦
法
」）
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
15
）（
16
）。
梅
起
草
委
員
は
、
こ
の
ス
イ
ス
債
務
法
に
つ
い
て
、「
其
名
称
ノ
示
ス
如
ク
専
ヲ
債
務
関
係
ヲ
規
定
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
雖
モ
之
ト
直
接
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
民
法
、
商
法
ノ
規
定
ハ
大
抵
之
ヲ
網
羅
セ
リ
故
ニ
其
条
数
九
百
〇
四
ノ
多
キ
ニ
及
ヘ
リ
亦
浩
瀚
ト
謂
フ
ヘ
シ
独
国
法
系
ニ
属
シ
其
商
法
ニ
関
ス
ル
部
分
ハ
独
国
商
法
ニ
倣
ヒ
タ
ル
モ
ノ
尤
モ
多
シ
ト
雖
モ
今
却
テ
独
国
民
法
草
案
ノ
模
範
ト
ス
ル
所
ト
為
レ
ル
点
尠
カ
ラ
ス
実
ニ
近
世
立
法
事
業
中
ノ
首
班
ニ
列
ス
ル
ノ
価
値
ア
リ
ト
曰
フ
モ
敢
テ
溢
美
ト
為
ス
ヘ
カ
ラ
ス
故
ニ
新
民
法
中
之
ニ
則
リ
タ
ル
点
尠
シ
ト
セ
ス
」と
し
て
、
こ
れ
を
高
く
評
価
し
、
明
治
三
一
年
民
法
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
多
く
参
照
し
た
と
述
べ
る
（
17
）。
後
述
す
る
よ
う
に
、
債
権
譲
渡
の
規
定
に
限
っ
て
い
え
ば
、
ス
イ
ス
債
務
法
は
、
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
に
属
す
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
も
の
の
、
他
の
一
二
の
外
国
法
典
や
草
案
と
同
様
、
三
起
草
委
員
に
よ
る
甲
号
議
案
の
起
草
に
対
し
て
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
で
あ
ろ
う
。
ス
イ
ス
債
務
法
の
債
権
譲
渡
規
定
（
一
八
四
条
か
ら
一
八
八
条
）
を
比
較
法
の
対
象
と
し
て
民
法
四
六
七
条
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
は
、
後
者
の
立
法
趣
旨
の
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
後
者
の
解
釈
論
に
資
す
る
し
、
あ
る
べ
き
債
権
譲
渡
法
制
の
検
討
に
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
四
387
と
は
い
え
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
ス
イ
ス
債
務
法
の
立
法
資
料
が
量
的
に
も
十
分
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
は
、
本
格
的
に
ス
イ
ス
債
務
法
と
民
法
四
六
七
条
と
の
比
較
法
研
究
に
入
る
前
に
、
ス
イ
ス
債
務
法
の
債
権
譲
渡
規
定
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
現
時
点
で
把
握
で
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
み
え
て
き
た
研
究
課
題
を
示
す
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
二
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
1
暫
定
草
案
ス
イ
ス
債
務
法
は
、
五
段
階
の
草
案
と
そ
の
修
正
を
経
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
（
18
）。
最
初
の
草
案
は
、M
unzinger
の
起
草
に
よ
る
一
八
六
九
年
の
暫
定
草
案
で
あ
り
、
総
則
と
各
論
の
う
ち
売
買
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
（
19
）。
債
権
譲
渡
の
規
定
は
、
総
則
第
六
章
「
債
権
の
移
転
（U
ebergang
derForderung
）」
に
置
か
れ
て
い
る
。
第
六
章
の
冒
頭
の
規
定
は
、
一
六
六
条
で
あ
る
。
な
お
、
暫
定
草
案
の
全
条
文
に
つ
い
て
、
条
文
見
出
し
は
な
い
。
暫
定
草
案
一
六
六
条
「
債
権
者
は
、
一
身
に
専
属
す
る
債
権
で
は
な
く
、
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
債
務
者
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
債
権
を
他
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
20
）
債
権
の
譲
渡
性
を
承
認
す
る
暫
定
草
案
一
六
六
条
を
受
け
て
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
暫
定
草
案
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
六
章
中
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
明
定
す
る
規
定
は
な
い
も
の
の
、
暫
定
草
案
は
、
総
則
第
二
章
「
契
約
か
ら
生
じ
る
債
務
関
係
」
第
五
款
「
契
約
の
方
式
」
中
に
次
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。
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暫
定
草
案
五
五
条
「
①
契
約
は
、
そ
の
有
効
性
の
た
め
に
特
別
な
方
式
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
に
お
い
て
特
別
な
方
式
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
又
は
契
約
当
事
者
が
特
約
に
よ
り
特
別
な
方
式
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
②
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
法
律
の
各
論
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い
契
約
、
不
動
産
の
譲
渡
契
約
又
は
不
動
産
に
関
す
る
権
利
の
譲
渡
契
約
は
、
そ
の
有
効
性
の
た
め
に
、
カ
ン
ト
ン
法
に
定
め
ら
れ
た
特
別
な
方
式
を
必
要
と
す
る
。」
（
21
）
暫
定
草
案
は
、
総
則
第
六
章
に
お
い
て
、
債
権
譲
渡
契
約
の
方
式
を
定
め
た
規
定
を
置
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
債
権
譲
渡
契
約
は
、
た
と
え
ば
売
買
の
よ
う
に
原
因
と
な
る
契
約
の
一
部
と
し
て
締
結
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
売
買
は
、
暫
定
草
案
の
各
論
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
（
22
）。
し
た
が
っ
て
、
暫
定
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
は
無
方
式
の
契
約
で
あ
り
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
こ
の
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
渡
債
権
は
少
な
く
と
も
譲
渡
契
約
当
事
者
間
で
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
㈠
暫
定
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
暫
定
草
案
五
五
条
は
、
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
及
ぶ
人
的
範
囲
を
画
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
暫
定
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
そ
の
効
力
が
及
ぶ
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
債
権
の
特
定
承
継
に
あ
っ
て
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
だ
け
で
は
な
く
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
と
の
関
係
で
も
譲
渡
債
権
が
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
と
い
う
、
ド
イ
ツ
民
法
が
採
用
す
る「
債
権
の
特
定
承
継
原
則（das
Prinzip
der
Sondernachfolge
in
die
Forderung
）」
と
同
じ
立
法
で
あ
る
（
23
）。
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
を
絶
対
効
と
す
る
暫
定
草
案
に
お
い
て
は
、
債
務
者
は
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
無
権
利
者
た
る
譲
渡
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
新
債
権
者
で
あ
る
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
六
385
譲
受
人
へ
の
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
か
ね
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
暫
定
草
案
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
を
置
き
、
債
務
者
保
護
を
図
っ
て
い
る
。
暫
定
草
案
一
七
二
条
「
債
権
の
債
務
者
が
譲
渡
人
、
譲
受
人
又
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
こ
れ
以
後
に
も
は
や
譲
渡
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。」
（
24
）
暫
定
草
案
一
七
二
条
は
、
譲
渡
通
知
が
な
い
た
め
、
債
務
者
が
債
権
の
譲
渡
後
に
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
を
例
外
的
に
有
効
と
し
、
譲
渡
の
前
後
で
債
務
者
の
地
位
（
一
回
の
弁
済
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
地
位
）
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
同
条
は
、
同
じ
く
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
す
る
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
四
〇
七
条
一
項
と
同
趣
旨
で
あ
る
と
い
え
る
（
25
）。M
unzinger
は
、
債
務
関
係
法
に
つ
い
て
は
一
八
六
六
年
に
公
表
さ
れ
た
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
も
参
照
し
て
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
を
起
草
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
26
）、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
も
、
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
を
絶
対
効
と
し
（
三
二
二
条
二
項
）
（
27
）
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
特
別
規
定
に
よ
っ
て
回
避
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
債
務
者
の
こ
う
し
た
弁
済
は
、
例
外
的
に
有
効
と
さ
れ
、
譲
渡
の
前
後
で
債
務
者
の
地
位
が
害
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
三
三
一
条
）
（
28
）
。M
unzinger
は
、
暫
定
草
案
一
七
二
条
の
起
草
に
つ
い
て
も
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
の
影
響
を
受
け
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
よ
っ
て
債
務
者
が
債
権
の
譲
渡
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
止
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
は
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
同
契
約
締
結
だ
け
で
は
発
生
せ
ず
、
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
ず
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
民
法
型
の
対
抗
要
件
主
義
は
、
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
に
絶
対
効
（
第
三
者
効
）
を
認
め
て
も
債
務
者
保
護
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
絶
対
効
を
修
正
す
る
必
要
は
な
く
、
あ
え
て
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
29
）。
暫
定
草
案
一
七
二
条
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
通
知
し
た
と
き
は
、
そ
れ
以
後
に
債
務
者
は
譲
渡
人
に
有
効
に
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七
支
払
う
こ
と
は
で
き
ず
、
譲
受
人
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
債
務
者
に
譲
渡
通
知
を
し
た
譲
受
人
は
、
真
正
な
譲
受
人
と
は
限
ら
ず
、
譲
受
人
と
詐
称
す
る
表
見
譲
受
人
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
債
務
者
が
原
債
権
者
や
真
正
な
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
支
払
を
強
い
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
債
務
者
が
関
与
し
な
い
債
権
譲
渡
に
よ
っ
て
債
務
者
が
二
重
弁
済
と
い
う
か
た
ち
で
害
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
暫
定
草
案
は
、
債
務
者
に
よ
る
表
見
譲
受
人
に
対
す
る
無
効
な
弁
済
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
暫
定
草
案
一
七
三
条
「
債
務
者
が
譲
渡
人
及
び
裁
判
所
に
よ
っ
て
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
債
権
の
取
得
者
に
対
し
て
、
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
を
証
明
す
る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
30
）
債
権
の
譲
渡
に
よ
っ
て
債
権
を
失
う
譲
渡
人
が
債
務
者
に
通
知
し
た
と
き
は
、
通
知
に
お
い
て
指
定
さ
れ
た
譲
受
人
は
、
真
の
新
債
権
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
譲
受
人
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
通
知
に
よ
っ
て
、
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
譲
受
が
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
を
行
使
し
て
も
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
真
の
債
権
者
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
暫
定
草
案
一
七
三
条
に
お
い
て
は
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
は
、
譲
受
人
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
（
新
債
権
者
の
資
格
）
の
証
明
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
他
方
、
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
は
、
そ
の
譲
受
人
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
の
証
明
と
は
な
ら
ず
、
債
務
者
は
、
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
暫
定
草
案
一
七
三
条
は
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
譲
渡
を
通
知
し
た
と
き
に
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
譲
渡
が
あ
っ
た
こ
と
を
譲
受
人
が
証
明
す
る
こ
と
を
債
務
者
が
譲
受
人
に
請
求
で
き
る
と
す
る
。
証
明
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
お
い
て
明
確
に
規
定
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
暫
定
草
案
一
七
一
条
か
ら
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
証
書
（
債
権
譲
渡
契
約
書
）
を
呈
示
す
る
こ
と
が
、
証
明
方
法
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
暫
定
草
案
一
七
一
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
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暫
定
草
案
一
七
一
条
「
譲
渡
人
は
、
債
権
の
取
得
者
に
対
し
て
、
債
権
の
行
使
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
債
権
に
関
す
る
証
明
方
法
を
示
し
て
引
き
渡
し
、
か
つ
、
債
権
が
取
得
者
に
移
転
し
た
こ
と
に
関
す
る
証
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
（
31
）
し
か
し
、
暫
定
草
案
一
七
三
条
は
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
よ
る
証
明
請
求
に
応
じ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
そ
の
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
を
拒
絶
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
ら
ず
、
譲
受
人
が
真
の
新
債
権
者
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
履
行
遅
滞
を
恐
れ
る
債
務
者
は
、
暫
定
草
案
一
七
二
条
に
よ
り
、
履
行
請
求
し
て
き
た
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
を
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
、
も
し
譲
受
人
が
表
見
譲
受
人
で
あ
っ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
譲
渡
人
又
は
真
の
譲
受
人
に
対
し
て
再
度
支
払
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
暫
定
草
案
一
七
三
条
は
、
債
務
者
に
よ
る
表
見
譲
受
人
に
対
す
る
無
効
な
弁
済
の
リ
ス
ク
を
除
去
す
る
に
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、M
unzinger
が
参
照
し
た
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
は
、
譲
渡
人
が
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
通
知
を
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
債
務
者
に
履
行
請
求
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
譲
受
人
に
譲
渡
を
証
明
す
る
よ
う
に
請
求
で
き
る
と
す
る
（
三
三
二
条
一
項
）
（
32
）
。
こ
れ
は
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
真
の
債
権
者
に
さ
ら
に
弁
済
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
趣
旨
で
あ
る
。
譲
受
人
に
よ
る
証
明
方
法
と
し
て
は
、
譲
渡
証
書
（
債
権
譲
渡
契
約
書
）
の
債
務
者
へ
の
呈
示
が
あ
る
（
三
三
二
条
二
項
本
文
）。
譲
渡
人
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
譲
渡
証
書
を
交
付
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
（
三
二
八
条
）
（
32
の
2
）
。
さ
ら
に
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
は
、
譲
渡
人
が
債
務
者
に
譲
渡
を
通
知
せ
ず
、
ま
た
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
の
証
明
を
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
譲
受
人
が
表
見
譲
受
人
で
も
あ
り
う
る
以
上
、
債
務
者
は
譲
受
人
に
支
払
わ
な
く
て
も
履
行
遅
滞
と
は
な
ら
ず
、
履
行
を
拒
絶
し
、
供
託
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
す
る
（
三
三
三
条
一
項
）
（
33
）
。
つ
ま
り
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
は
、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
又
は
譲
受
人
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
を
も
っ
て
、
譲
受
人
が
自
ら
に
帰
属
す
る
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
に
お
い
て
は
、
債
務
者
の
譲
渡
の
証
明
請
求
に
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譲
受
人
が
応
じ
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
を
拒
絶
で
き
、
履
行
遅
滞
責
任
も
負
わ
な
い
の
で
あ
り
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
支
払
を
し
て
真
の
債
権
者
に
再
度
の
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
険
は
、
除
去
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
供
託
も
可
能
で
あ
り
、
債
務
者
は
、
譲
渡
の
証
明
が
な
い
以
上
、
譲
渡
に
つ
き
ま
っ
た
く
善
意
で
あ
る
か
ら
、
三
三
一
条
に
よ
り
譲
渡
人
に
有
効
に
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
34
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
は
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
す
る
リ
ス
ク
を
排
除
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
同
草
案
を
参
照
し
て
起
草
さ
れ
た
暫
定
草
案
が
こ
う
し
た
危
険
を
除
去
し
て
い
な
い
理
由
は
、
明
ら
か
で
な
い
（
35
）。
㈡
暫
定
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
絶
対
効
と
す
る
暫
定
草
案
に
お
い
て
は
、
こ
の
契
約
締
結
に
よ
り
、
債
権
は
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
の
譲
渡
後
は
譲
渡
人
は
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
無
権
利
者
で
あ
る
か
ら
、
第
一
の
譲
渡
後
に
締
結
さ
れ
た
譲
渡
人
と
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
は
、
無
効
で
あ
る
。
暫
定
草
案
は
、
一
七
四
条
に
お
い
て
右
に
述
べ
た
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
暫
定
草
案
一
七
四
条
「
一
つ
の
同
一
の
債
権
が
複
数
の
取
得
者
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
債
権
は
、
最
初
の
取
得
者
に
の
み
帰
属
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
債
務
者
が
早
く
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
遅
く
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
の
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
っ
た
債
務
者
は
、
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。」
（
36
）
暫
定
草
案
一
七
四
条
の
文
言
の
う
ち
、
冒
頭
の
「
一
つ
の
同
一
の
債
権
が
複
数
の
取
得
者
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
」
に
つ
い
て
、
「
複
数
の
取
得
者
」
と
い
う
表
現
は
、
正
確
で
は
な
い
。
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
に
絶
対
効
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
同
一
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
い
て
は
、
第
一
譲
受
人
以
外
の
者
は
、
取
得
者
と
は
な
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
条
は
、
債
権
の
特
定
承
継
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
一
〇
381
原
則
か
ら
す
る
と
当
然
の
規
定
で
は
あ
る
が
、
第
一
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
第
二
譲
受
人
が
譲
渡
人
と
無
効
な
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
し
て
し
ま
い
、
債
権
を
取
得
で
き
な
い
と
い
う
点
で
、
債
権
取
引
安
全
を
害
し
、
取
引
を
困
難
な
ら
し
め
る
危
険
を
有
す
る
。
暫
定
草
案
起
草
時
にM
unzinger
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
（
37
）。
た
と
え
ば
、
第
二
譲
受
人
が
債
務
者
か
ら
確
実
か
つ
迅
速
に
支
払
を
受
け
る
た
め
に
、
譲
渡
人
が
第
二
の
譲
渡
に
つ
い
て
第
一
の
そ
れ
よ
り
も
早
く
債
務
者
に
通
知
し
、
あ
る
い
は
、
第
二
譲
受
人
が
第
一
譲
受
人
よ
り
も
早
く
第
二
の
（
無
効
な
）
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
対
し
て
証
明
し
た
と
き
は
、
譲
渡
に
関
与
し
て
お
ら
ず
、
優
先
す
る
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
は
、
第
二
譲
受
人
を
新
債
権
者
と
誤
信
し
て
こ
れ
に
支
払
っ
て
し
ま
う
。
暫
定
草
案
一
七
四
条
は
、
か
か
る
債
務
者
の
無
効
な
支
払
を
特
別
に
有
効
と
し
、（
第
一
の
有
効
な
）
譲
渡
の
前
後
で
一
回
の
支
払
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
債
務
者
の
地
位
が
譲
渡
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
て
い
る
。
な
お
、
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
、
無
方
式
の
債
権
譲
渡
締
結
に
よ
る
債
権
移
転
の
先
後
に
つ
い
て
、
複
数
譲
受
人
間
に
争
い
が
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
履
行
遅
滞
の
危
険
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
暫
定
草
案
一
七
五
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
、
債
務
者
に
履
行
拒
絶
権
と
債
権
者
不
確
知
に
よ
る
供
託
権
を
認
め
て
い
る
（
一
項
）。
暫
定
草
案
一
七
五
条
「
①
誰
に
債
権
が
帰
属
し
て
い
る
の
か
法
律
上
の
争
い
が
あ
り
、
ま
だ
決
着
し
て
い
な
い
と
き
は
、
こ
の
法
律
上
の
争
い
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
債
務
者
は
、
支
払
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
、
裁
判
所
に
債
務
額
を
供
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遅
滞
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
し
か
し
な
が
ら
、
債
務
者
が
前
項
の
規
定
に
反
し
て
争
い
の
あ
る
当
事
者
の
一
方
に
支
払
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
支
払
の
受
領
者
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
そ
の
受
領
者
に
対
し
て
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
債
権
者
に
さ
ら
に
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
（
38
）
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一
複
数
譲
受
人
間
に
債
権
の
帰
属
に
関
し
て
争
い
が
あ
る
こ
と
を
債
務
者
が
知
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
優
先
す
る
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
劣
後
譲
受
人
に
弁
済
し
た
と
き
は
、
そ
の
弁
済
は
、
暫
定
草
案
一
七
四
条
に
よ
り
特
別
に
有
効
と
な
る
。
優
先
す
る
譲
渡
に
つ
き
債
務
者
が
悪
意
の
と
き
は
、
債
務
者
は
、
当
然
有
効
に
優
先
す
る
譲
受
人
に
弁
済
す
る
こ
と
に
な
る
。
暫
定
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
を
は
じ
め
と
す
る
ド
イ
ツ
民
法
草
案
や
ド
イ
ツ
民
法
と
同
様
、
絶
対
効
と
な
っ
て
お
り
（
39
）、
こ
の
点
で
暫
定
草
案
は
、
ド
イ
ツ
法
系
に
属
す
る
債
権
譲
渡
法
制
を
採
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。
2
第
一
草
案
暫
定
草
案
は
、
専
門
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、M
unzinger
は
、
こ
の
審
議
結
果
を
受
け
て
暫
定
草
案
を
修
正
す
る
と
と
も
に
、
各
論
部
分
を
補
完
し
て
、
第
一
草
案
を
起
草
し
、
第
一
草
案
は
、
一
八
七
一
年
に
印
刷
さ
れ
、
専
門
委
員
会
の
委
員
に
配
布
さ
れ
た
（
40
）。M
unzinger
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
、
総
論
各
論
を
通
し
て
完
全
な
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
第
一
草
案
は
、M
unzinger
草
案
と
よ
ば
れ
て
い
る
（
41
）。
第
一
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
の
規
定
は
、
総
則
第
六
章
「
債
権
の
譲
渡
（A
btretung
von
Forderungen
）」
に
置
か
れ
て
い
る
。
第
六
章
の
冒
頭
の
規
定
は
、
一
六
六
条
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
草
案
に
お
い
て
も
、
そ
の
全
条
文
に
つ
い
て
、
条
文
見
出
し
は
、
付
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
草
案
一
六
六
条
「
①
債
権
者
は
、
一
般
的
に
、
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
債
権
を
債
務
者
の
同
意
も
要
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
性
質
上
、
債
権
者
の
一
身
に
専
属
し
て
い
る
債
権
は
、
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
（
42
）
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山
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第
一
草
案
一
六
八
条
「
債
権
の
譲
渡
は
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
、
特
別
な
方
式
を
必
要
と
し
な
い
。」
（
43
）
第
一
草
案
一
六
六
条
一
項
お
よ
び
一
六
八
条
に
よ
り
、
債
権
は
、
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
に
よ
っ
て
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
。
問
題
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
る
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
で
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
、
債
権
が
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
第
一
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
㈠
第
一
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
る
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
に
つ
い
て
、
第
一
草
案
一
七
〇
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
第
一
草
案
一
七
〇
条
「
債
権
の
譲
渡
が
そ
の
債
権
の
債
務
者
及
び
第
三
者
に
対
し
て
も
効
力
を
有
す
る
た
め
に
は
、
債
務
者
が
譲
渡
人
、
譲
受
人
又
は
そ
の
他
の
信
頼
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。」
（
44
）
第
一
草
案
一
七
〇
条
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
無
効
式
の
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
だ
け
で
は
、
そ
の
契
約
の
効
力
は
債
務
者
に
は
及
ば
ず
、
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
債
務
者
に
及
ぶ
と
す
る
。
第
一
草
案
は
、
暫
定
草
案
と
は
異
な
り
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
せ
ず
、
譲
渡
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
債
権
の
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
が
な
け
れ
ば
、
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
債
務
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
通
知
は
、
対
抗
要
件
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
草
案
一
七
〇
条
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
フ
ラ
ン
ス
民
法
型
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
っ
て
い
る
。
378
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
一
三
第
一
草
案
一
七
〇
条
が
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
を
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
発
生
す
る
要
件
と
す
る
理
由
は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
（
45
）。
し
か
し
、
第
一
草
案
一
七
〇
条
が
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
フ
ラ
ン
ス
民
法
型
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
趣
旨
は
、
次
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
46
）。
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
が
債
務
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
が
な
い
と
き
は
、
債
権
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
は
、
譲
渡
人
を
債
権
者
と
誤
信
し
、
譲
渡
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
譲
受
人
へ
の
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
、
債
務
者
が
関
与
し
な
い
譲
渡
に
よ
っ
て
「
一
回
の
弁
済
に
よ
り
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
」
と
い
う
債
務
者
の
法
的
地
位
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
第
一
草
案
は
、
譲
渡
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
と
す
る
こ
と
で
、
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
人
に
対
す
る
弁
済
を
当
然
有
効
な
も
の
と
し
、
債
務
者
か
ら
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
し
て
、
譲
渡
の
前
後
で
債
務
者
の
法
的
地
位
が
変
化
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
る
暫
定
草
案
は
、
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
対
し
て
支
払
っ
た
と
き
は
、
そ
の
支
払
を
特
別
に
有
効
と
し
て
、
債
務
者
の
譲
渡
へ
の
巻
込
み
を
防
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
暫
定
草
案
一
七
二
条
）、
第
一
草
案
と
暫
定
草
案
で
は
、
債
権
譲
渡
契
約
に
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
（
譲
渡
通
知
）
を
要
求
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
債
務
者
保
護
規
定
の
趣
旨
は
同
一
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
一
草
案
一
七
〇
条
は
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
の
主
体
と
し
て
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
を
あ
げ
て
い
る
。
譲
渡
人
が
債
務
者
に
譲
渡
を
通
知
し
た
と
き
は
、
譲
渡
債
権
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
譲
渡
人
か
ら
通
知
に
お
い
て
指
定
さ
れ
た
譲
受
人
へ
と
移
転
し
、
債
務
者
が
そ
の
譲
受
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
、
当
然
有
効
と
な
る
。
債
務
者
は
、
そ
の
一
回
の
弁
済
の
み
に
よ
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
譲
渡
債
権
を
失
う
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
の
内
容
は
、
真
正
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
他
方
で
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
し
た
と
き
も
、
譲
渡
債
権
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
が
、
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
か
ら
み
て
新
債
権
者
に
み
え
る
そ
の
譲
受
人
は
、
新
債
権
者
と
は
限
ら
な
い
。
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債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
支
払
を
し
て
、
真
正
な
債
権
者
（
原
債
権
者
ま
た
は
真
の
譲
受
人
）
に
対
し
て
さ
ら
な
る
支
払
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
譲
渡
に
よ
っ
て
債
務
者
の
「
一
回
の
弁
済
に
よ
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
」
と
い
う
法
的
地
位
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
第
一
草
案
は
、
債
務
者
に
よ
る
表
見
譲
受
人
へ
の
無
効
な
弁
済
を
防
止
す
る
た
め
、
一
七
一
条
を
置
く
。
第
一
草
案
一
七
一
条
「
①
債
務
者
が
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
譲
渡
人
か
ら
通
知
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
裁
判
上
の
方
法
で
通
知
さ
れ
た
の
で
も
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
、
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
を
証
明
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
前
項
の
証
明
が
行
わ
れ
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
支
払
を
拒
絶
し
、
又
は
裁
判
所
に
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
証
明
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
七
二
条
に
規
定
す
る
こ
と
が
生
じ
て
い
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
支
払
の
義
務
を
負
い
、
こ
の
支
払
に
よ
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。」
（
47
）
第
一
草
案
一
七
一
条
一
項
は
、
同
草
案
一
七
〇
条
を
受
け
て
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
の
主
体
が
譲
受
人
で
あ
る
と
き
は
、
債
務
者
が
譲
受
人
に
対
し
て
譲
渡
の
証
明
を
請
求
で
き
る
と
す
る
。
第
一
草
案
一
七
五
条
か
ら
、
譲
受
人
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
方
法
は
、
債
権
譲
渡
証
書
（
債
権
譲
渡
契
約
書
）
の
債
務
者
に
対
す
る
呈
示
等
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
48
）。
譲
受
人
が
譲
渡
証
書
等
に
よ
っ
て
譲
渡
を
証
明
す
れ
ば
、
債
務
者
は
、
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
す
る
こ
と
は
な
く
、
二
重
弁
済
の
危
険
を
負
う
こ
と
は
な
い
。
譲
渡
の
証
明
に
先
立
つ
通
知
に
よ
り
、
譲
渡
を
証
明
し
た
真
正
な
譲
受
人
に
債
権
が
移
転
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
第
一
草
案
一
七
〇
条
）。
譲
受
人
が
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
請
求
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
そ
の
譲
受
人
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
履
行
遅
滞
を
恐
れ
る
債
務
者
は
、
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
真
の
債
権
者
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
草
案
一
七
一
条
二
項
前
段
は
、
債
務
者
に
譲
渡
を
証
明
し
な
い
譲
受
人
に
対
す
る
履
行
拒
絶
権
を
与
え
、
債
務
者
か
ら
履
行
遅
滞
と
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
す
る
。
第
一
草
案
に
お
い
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五
て
は
、
同
草
案
一
七
一
条
に
よ
り
、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
（
同
草
案
一
七
〇
条
に
よ
り
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
で
も
あ
る
。）
お
よ
び
譲
渡
通
知
を
し
た
譲
受
人
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
を
も
っ
て
、
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
す
る
要
件
と
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
債
務
者
は
こ
の
と
き
、
供
託
す
る
こ
と
も
で
き
、
や
は
り
右
に
述
べ
た
危
険
を
負
わ
な
い
（
同
草
案
一
七
一
条
二
項
前
段
）。
フ
ラ
ン
ス
民
法
型
の
対
抗
要
件
主
義
で
は
な
く
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
る
も
の
の
、
暫
定
草
案
は
、
譲
受
人
が
通
知
主
体
で
あ
り
、
こ
の
譲
受
人
が
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
請
求
に
応
じ
な
い
と
き
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
お
ら
ず
、
債
務
者
か
ら
履
行
遅
滞
や
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
し
て
い
な
か
っ
た
が
（
暫
定
草
案
一
七
三
条
）、
第
一
草
案
は
、
一
七
一
条
に
よ
っ
て
暫
定
草
案
一
七
三
条
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
債
務
者
の
請
求
に
応
じ
て
譲
受
人
が
譲
渡
を
証
明
し
た
と
き
は
、
そ
の
譲
受
人
は
通
知
を
備
え
た
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
譲
受
人
に
よ
る
履
行
請
求
を
認
め
て
も
、
債
務
者
は
、
二
重
弁
済
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
債
務
者
は
、
譲
渡
を
証
明
し
た
譲
受
人
に
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
一
回
の
支
払
に
よ
り
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
（
第
一
草
案
一
七
一
条
二
項
後
段
）。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
譲
渡
の
証
明
を
し
た
譲
受
人
と
譲
渡
人
と
の
間
に
、
債
権
譲
渡
契
約
の
有
効
性
等
に
よ
っ
て
譲
渡
の
帰
属
に
関
し
て
争
い
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
こ
の
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
を
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
争
い
の
後
に
債
権
者
と
さ
れ
た
譲
渡
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
草
案
一
七
一
条
二
項
後
段
は
、
同
草
案
一
七
二
条
一
項
と
と
も
に
、
債
務
者
は
譲
渡
を
証
明
し
た
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
を
拒
絶
で
き
る
と
す
る
（
後
者
に
よ
り
債
務
者
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
も
支
払
を
拒
絶
で
き
る
（
49
）。）。
さ
ら
に
、
債
務
者
は
、
同
草
案
一
七
二
条
一
項
に
よ
り
供
託
す
る
こ
と
で
、
争
い
の
あ
る
両
当
事
者
に
対
す
る
履
行
遅
滞
の
責
任
も
同
時
に
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
草
案
一
七
二
条
一
項
）。
㈡
第
一
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
第
一
草
案
一
七
〇
条
は
、
譲
渡
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
と
し
て
も
位
置
付
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。
し
た
が
っ
て
、
債
権
の
多
重
譲
渡
の
と
き
は
、
譲
渡
通
知
を
一
番
先
に
備
え
た
譲
受
人
が
、
新
債
権
者
と
な
り
、
譲
渡
通
知
は
、
債
権
の
帰
属
を
他
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
第
一
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
と
同
様
に
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
型
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
第
一
草
案
の
起
草
者
で
あ
るM
unzinger
に
よ
る
趣
旨
説
明
は
、
現
時
点
で
は
見
当
た
ら
な
い
が
（
50
）、M
unzinger
は
、
譲
渡
通
知
を
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
す
る
た
め
の
要
件
と
す
る
こ
と
で
、
債
権
を
譲
り
受
け
た
者
に
一
刻
も
早
く
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
を
具
備
さ
せ
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
と
し
、
債
権
取
引
の
安
全
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
暫
定
草
案
（
一
七
四
条
）
で
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
て
い
たM
unzinger
は
、
債
権
取
引
安
全
に
配
慮
し
、
対
抗
要
件
主
義
へ
と
立
法
を
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
譲
渡
通
知
の
債
務
者
へ
の
到
達
を
め
ぐ
っ
て
、
た
と
え
ば
、
そ
の
到
達
の
先
後
が
不
明
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
争
い
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
こ
の
争
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
自
ら
が
支
払
を
し
た
譲
受
人
が
劣
後
譲
受
人
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
優
先
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
支
払
を
強
い
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
譲
受
人
に
よ
る
履
行
請
求
を
拒
絶
で
き
る
し
、
供
託
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
第
一
草
案
一
七
二
条
一
項
）。
こ
れ
に
よ
り
、
債
務
者
は
、
二
重
弁
済
と
履
行
遅
滞
の
危
険
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
が
同
草
案
一
七
二
条
一
項
に
反
し
、
争
い
の
あ
る
譲
受
人
の
一
方
に
支
払
を
し
た
も
の
の
、
こ
の
譲
受
人
が
劣
後
譲
受
人
で
あ
っ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
二
重
弁
済
の
危
険
を
引
き
受
け
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
債
務
者
は
、
優
先
譲
受
人
に
再
度
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
条
二
項
本
文
）。
不
当
な
利
得
を
し
た
劣
後
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
返
還
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
（
同
条
二
項
た
だ
し
書
）。
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一
七
3
第
二
草
案
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
基
礎
と
す
る
暫
定
草
案
と
は
異
な
り
、
第
一
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
民
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
て
い
た
。
同
じ
起
草
者
で
あ
り
な
が
ら
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
立
法
が
異
な
る
の
は
、
第
一
草
案
の
起
草
に
あ
た
り
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
お
よ
び
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
の
う
ち
（
51
）、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
を
最
も
多
く
参
照
し
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
専
門
委
員
会
に
お
け
る
第
一
草
案
の
審
議
を
受
け
、M
unzinger
の
急
逝
後
に
新
た
な
ス
イ
ス
債
務
法
の
起
草
者
と
な
っ
たFick
が
、
一
八
七
五
年
七
月
に
第
二
草
案
（Fick
草
案
）
を
起
草
し
た
。
こ
の
第
二
草
案
の
ド
イ
ツ
語
版
は
、
同
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
は
、
翌
一
八
七
六
年
に
出
版
さ
れ
た
（
52
）。
第
二
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
規
定
は
、
総
則
第
六
章
「
債
権
の
譲
渡
（A
btretung
von
Forderungen
）」
に
置
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
第
二
草
案
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
規
定
に
つ
い
て
、
条
文
見
出
し
は
、
付
さ
れ
て
い
な
い
。
第
二
草
案
一
五
六
条
と
同
一
五
七
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
第
二
草
案
一
五
六
条
「
①
債
権
者
は
、
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
債
権
を
債
務
者
の
同
意
も
要
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
権
利
の
性
質
が
債
権
者
の
一
身
に
専
属
し
て
い
る
債
権
は
、
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
（
53
）
第
二
草
案
一
五
七
条
「
債
権
の
譲
渡
は
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
、
特
別
な
方
式
を
必
要
と
し
な
い
。」
（
54
）
第
二
草
案
一
五
六
条
一
項
お
よ
び
同
一
五
七
条
か
ら
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
渡
債
権
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
問
題
は
、
第
二
草
案
に
お
い
て
、
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
、
そ
の
契
約
の
効
力
が
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
か
ど
う
か
で
あ
る
。
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㈠
第
二
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
第
二
草
案
一
五
九
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
第
二
草
案
一
五
九
条
「
①
債
務
者
が
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
信
ず
る
に
足
る
知
識
を
獲
得
し
た
と
き
、
又
は
譲
受
人
が
債
務
者
に
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
せ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
も
は
や
譲
渡
人
に
対
し
て
有
効
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
②
し
か
し
な
が
ら
、
債
務
者
は
、
債
権
者
に
よ
っ
て
も
債
権
の
譲
渡
が
通
知
さ
れ
る
か
、
又
は
、
生
じ
た
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
十
分
な
証
明
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
債
権
の
譲
渡
を
通
知
し
た
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
う
義
務
を
負
わ
な
い
。」
（
55
）
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
に
よ
れ
ば
、「
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
信
ず
る
に
足
る
知
識
を
獲
得
」
し
て
い
な
い
債
務
者
、
す
な
わ
ち
債
権
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
は
、
債
務
者
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
有
効
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
仮
に
、
第
二
草
案
が
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
（
譲
渡
通
知
を
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
す
る
対
抗
要
件
）
と
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
い
て
善
意
で
あ
ろ
う
と
悪
意
で
あ
ろ
う
と
、
譲
渡
通
知
前
に
譲
渡
人
に
対
し
て
有
効
に
弁
済
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
起
草
者Fick
の
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
の
立
法
趣
旨
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
（
56
）、
債
務
者
の
善
意
を
要
求
す
る
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
っ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
は
、
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
契
約
の
効
力
が
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
譲
渡
当
事
者
で
は
な
い
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
、
譲
受
人
に
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
絶
対
効
を
前
提
と
し
て
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
人
に
対
す
る
弁
済
を
特
別
に
有
効
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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九
第
二
草
案
が
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
に
立
脚
す
る
第
一
草
案
と
は
異
な
り
、
再
び
暫
定
草
案
の
立
法
に
立
ち
戻
り
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
が
債
務
者
に
も
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
債
権
譲
渡
へ
の
債
務
者
の
巻
込
み
を
防
止
し
よ
う
と
し
たFick
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
を
起
草
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。Fick
の
意
図
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
（
56
の
2
）。
な
お
、
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
は
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
き
悪
意
で
あ
り
、
そ
の
通
知
後
に
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
、
無
効
と
な
る
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
通
知
と
と
も
に
譲
渡
に
つ
い
て
十
分
な
証
明
が
債
務
者
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
譲
受
人
は
、
表
見
譲
受
人
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
債
務
者
は
、
真
に
譲
渡
が
あ
っ
た
か
否
か
分
か
ら
ず
、
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
譲
受
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
十
分
な
証
明
を
す
る
ま
で
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
を
拒
絶
で
き
る
（
同
条
二
項
）。
他
方
、
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
に
お
い
て
は
、
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
通
知
後
、
債
務
者
は
譲
渡
に
つ
き
悪
意
で
あ
る
と
さ
れ
、
譲
渡
人
に
有
効
に
支
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
の
証
明
を
伴
わ
な
い
単
な
る
譲
渡
通
知
は
、
債
務
者
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
悪
意
を
生
じ
さ
せ
る
と
は
い
え
ず
、
第
二
草
案
二
九
五
条
一
項
は
、
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
が
あ
れ
ば
、
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
き
悪
意
と
な
る
と
し
て
い
る
点
で
、
同
条
二
項
と
の
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
草
案
は
、
一
五
九
条
一
項
に
お
い
て
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
に
対
し
て
も
そ
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
譲
受
人
が
譲
渡
を
証
明
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
し
て
債
務
者
に
履
行
請
求
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
は
、
そ
の
譲
受
人
が
表
見
譲
受
人
で
あ
っ
た
と
き
は
、
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
、
真
の
債
権
者
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
二
草
案
一
五
九
条
二
項
は
、
債
務
者
の
こ
う
し
た
二
重
弁
済
危
険
を
除
去
す
る
た
め
、
単
に
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
し
て
債
務
者
に
履
行
請
求
し
た
譲
受
人
に
対
し
て
、
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と（
新
債
権
者
と
し
て
の
資
格
）の
証
明
を
求
め
、
こ
の
証
明
を
確
実
な
ら
し
め
る
た
め
、
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証
明
が
な
け
れ
ば
債
務
者
は
右
の
譲
受
人
に
対
し
て
債
務
の
履
行
を
拒
絶
で
き
る
と
す
る
。
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
と
の
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
り
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
人
か
ら
取
得
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
債
権
譲
渡
契
約
に
つ
い
て
（
自
ら
が
新
債
権
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
）
証
明
し
な
け
れ
ば
、
自
ら
に
帰
属
す
る
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
で
き
な
い
。
第
二
草
案
一
五
九
条
二
項
は
、
譲
渡
の
証
明
を
譲
受
人
の
権
利
行
使
要
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
同
条
同
項
に
よ
れ
ば
、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
ま
た
は
譲
受
人
に
よ
る
譲
渡
に
つ
い
て
の
十
分
な
証
明
が
、
証
明
方
法
と
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
譲
渡
の
原
因
と
な
る
契
約
上
の
義
務
の
履
行
と
し
て
な
さ
れ
る
。
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
に
譲
渡
通
知
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が
新
債
権
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
後
者
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
証
明
を
指
す
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
第
二
草
案
一
六
四
条
が
譲
受
人
に
対
す
る
譲
渡
証
書
（
債
権
譲
渡
契
約
書
）
の
交
付
を
譲
渡
人
に
義
務
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
（
57
）、
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
か
ら
交
付
さ
れ
た
譲
渡
証
書
を
債
務
者
に
呈
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
証
明
し
た
こ
と
に
な
り
、
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
を
行
使
で
き
る
。
な
お
、
譲
渡
債
権
の
弁
済
期
ま
で
に
譲
受
人
が
第
二
草
案
一
五
九
条
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
証
明
方
法
に
よ
っ
て
譲
渡
に
つ
い
て
証
明
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
は
、
履
行
請
求
を
し
て
き
た
譲
受
人
に
対
し
て
履
行
拒
絶
で
き
る
と
こ
ろ
、
弁
済
期
を
徒
過
し
た
と
き
で
も
、
履
行
遅
滞
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
債
務
者
は
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
弁
済
期
に
譲
渡
人
に
支
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
同
条
一
項
）。
弁
済
期
に
あ
っ
て
も
、
同
条
二
項
に
よ
っ
て
譲
受
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
証
明
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
譲
受
人
は
、
表
見
譲
受
人
で
あ
り
、
譲
渡
人（
原
債
権
者
）が
債
権
者
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
債
務
者
は
、
譲
渡
人（
原
債
権
者
）
に
対
し
て
履
行
遅
滞
に
陥
り
か
ね
な
い
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
譲
渡
に
つ
い
て
の
証
明
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
債
務
者
は
、「
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
信
ず
る
に
足
る
知
識
を
獲
得
し
た
」
と
は
到
底
い
え
ず
（
同
条
一
項
を
参
照
）、
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
譲
受
人
と
し
て
履
行
請
求
し
て
き
た
者
が
同
条
二
項
に
よ
っ
て
譲
渡
に
つ
い
て
証
明
し
な
い
場
合
は
、
債
務
者
は
、
た
と
え
そ
の
譲
受
人
が
真
正
な
譲
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二
一
受
人
で
あ
っ
た
と
き
で
も
、
譲
渡
人
（
原
債
権
者
）
に
有
効
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
、
譲
渡
人
（
原
債
権
者
）
に
対
す
る
履
行
遅
滞
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
譲
渡
に
関
与
し
な
い
債
務
者
に
譲
渡（
制
度
）に
よ
っ
て
譲
渡
人（
原
債
権
者
）
に
対
す
る
履
行
遅
滞
責
任
と
い
う
不
利
益
を
負
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
債
務
者
に
履
行
を
請
求
し
た
譲
受
人
が
同
条
二
項
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
に
こ
の
譲
渡
人
（
原
債
権
者
）
に
対
す
る
有
効
な
弁
済
を
許
さ
ず
、
債
務
者
に
譲
渡
人
（
原
債
権
者
）
に
対
す
る
履
行
遅
滞
責
任
を
負
わ
せ
る
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
は
、
問
題
の
あ
る
規
定
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
㈡
第
二
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
第
二
草
案
に
お
い
て
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
に
よ
る
同
契
約
締
結
に
よ
り
、
債
務
者
の
み
な
ら
ず
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
も
及
ぶ
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
草
案
一
六
〇
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
第
二
草
案
一
六
〇
条
「
①
債
権
者
が
引
き
続
い
て
異
な
っ
た
譲
受
人
に
対
し
て
同
一
の
債
権
を
譲
渡
し
た
と
き
は
、
最
初
に
譲
渡
さ
れ
た
者
が
、
優
先
す
る
。
②
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
早
く
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
る
こ
と
な
く
遅
れ
て
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
の
譲
受
人
に
支
払
っ
た
と
き
は
、
そ
の
支
払
は
、
有
効
で
あ
る
。
③
し
か
し
な
が
ら
、
早
く
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
の
譲
受
人
は
、
遅
れ
て
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
の
譲
受
人
が
支
払
の
受
領
時
に
正
当
に
存
在
す
る
早
く
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
者
に
対
し
て
支
払
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
58
）
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
す
る
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
二
二
369
に
お
い
て
は
、
同
一
債
権
が
多
重
に
譲
渡
に
さ
れ
た
と
き
は
、
第
一
の
譲
渡
に
よ
っ
て
、
そ
の
債
権
は
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
譲
渡
人
と
第
二
譲
受
人
間
の
譲
渡
契
約
は
、
無
効
で
あ
り
、
第
二
譲
受
人
は
、
譲
渡
債
権
を
取
得
で
き
な
い
。
第
一
譲
受
人
は
、
常
に
第
二
譲
受
人
に
優
先
し
て
新
債
権
者
と
な
る
。
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
け
る
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
決
定
は
、
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
に
よ
る
。
第
二
草
案
一
六
〇
条
一
項
は
、
こ
の
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
を
採
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
第
二
草
案
の
債
権
譲
渡
制
度
は
、
債
権
譲
渡
契
約
に
絶
対
効
を
与
え
て
お
り
、
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
二
草
案
の
よ
う
に
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
同
契
約
の
効
力
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
す
る
と
、無
権
利
者
で
あ
る
第
二
譲
受
人
が
新
債
権
者
で
あ
る
第
一
譲
受
人
よ
り
も
早
く
自
ら
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
通
知
し
、
譲
渡
人
か
ら
交
付
さ
れ
た
譲
渡
証
書
（
譲
渡
契
約
書
）（
第
二
草
案
一
六
四
条
を
参
照
）
を
債
務
者
に
呈
示
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
十
分
に
証
明
し
た
と
き
は
、
第
一
の
譲
渡
に
つ
い
て
善
意
の
債
務
者
は
、
第
二
譲
受
人
を
新
債
権
者
で
あ
る
と
信
じ
て
第
二
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
い
（
第
二
草
案
一
五
九
条
二
項
を
参
照
）、
第
一
譲
受
人
へ
の
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
。
債
務
者
は
、
有
効
な
第
一
の
譲
渡
前
に
は
譲
渡
人
に
対
す
る
一
回
の
弁
済
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
に
、
第
一
の
譲
渡
後
は
二
回
の
弁
済
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
が
自
ら
の
関
与
し
な
い
譲
渡
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
第
二
草
案
一
六
〇
条
二
項
は
、
優
先
す
る
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
が
し
た
第
二
譲
受
人
に
対
す
る
弁
済
を
例
外
的
に
有
効
と
し
、
債
務
者
を
債
務
か
ら
解
放
す
る
。
な
お
、
第
二
草
案
は
、
こ
の
善
意
の
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
領
し
た
無
権
利
者
で
あ
る
第
二
譲
受
人
と
新
債
権
者
で
あ
る
第
一
譲
受
人
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
も
規
律
す
る
（
一
六
〇
条
三
項
）。
す
な
わ
ち
、
第
二
草
案
は
、
第
二
譲
受
人
が
善
意
の
債
務
者
か
ら
の
支
払
受
領
時
に
優
先
す
る
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
悪
意
で
あ
っ
た
こ
と
を
第
一
譲
受
人
が
証
明
し
た
と
き
は
、
第
一
譲
受
人
は
こ
の
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
の
返
還
を
請
求
し
う
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
善
意
の
債
務
者
か
ら
の
支
払
受
領
時
に
優
先
す
る
368
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
二
三
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
あ
っ
た
第
二
譲
受
人
は
、第
一
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
を
返
還
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
優
先
す
る
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
、
譲
渡
人
と
無
効
な
譲
渡
契
約
を
締
結
し
、
第
一
譲
受
人
よ
り
も
先
に
支
払
を
受
領
し
た
劣
後
譲
受
人
で
あ
る
第
二
譲
受
人
の
債
権
取
得
に
対
す
る
期
待
は
、
第
二
草
案
一
六
〇
条
三
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
第
一
譲
受
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
証
明
し
て
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
前
に
、
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
第
二
譲
受
人
が
（
善
意
の
）
債
務
者
か
ら
支
払
を
受
領
す
れ
ば
、
第
一
譲
受
人
は
、
も
は
や
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
ず
（
第
二
草
案
一
六
〇
条
二
項
を
参
照
）、
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
債
務
者
か
ら
受
領
し
た
支
払
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
譲
渡
人
に
対
し
て
債
務
不
履
行
責
任
を
追
及
す
る
し
か
な
い
第
二
草
案
一
六
〇
条
三
項
に
よ
っ
て
第
二
譲
受
人
の
債
権
取
得
の
期
待
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
逆
に
、
第
一
譲
受
人
の
そ
れ
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
、
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
第
二
の
譲
渡
の
時
点
で
善
意
の
第
二
譲
受
人
お
よ
び
第
一
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
の
弁
済
期
前
に
そ
れ
ぞ
れ
譲
渡
の
証
明
を
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
弁
済
期
に
第
一
譲
受
人
に
支
払
う
（
第
二
草
案
一
六
〇
条
二
項
を
参
照
）。
結
局
、
第
二
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
債
務
不
履
行
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
第
二
譲
受
人
の
債
権
取
得
の
期
待
は
、
害
さ
れ
る
。
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
す
る
第
二
草
案
は
、
一
六
〇
条
三
項
に
よ
っ
て
債
権
取
引
安
全
に
一
定
の
配
慮
を
す
る
も
の
の
、
そ
の
配
慮
は
、
不
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
の
も
、
債
権
譲
渡
契
約
の
絶
対
効
か
ら
し
て
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
草
案
が
債
権
取
引
安
全
を
図
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
第
一
草
案
の
立
場
を
採
ら
ず
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
そ
の
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
と
す
る
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
へ
と
転
換
し
た
趣
旨
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
（
58
の
2
）。
な
お
、
た
と
え
ば
、
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
、
複
数
譲
受
人
間
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
が
明
ら
か
で
は
な
い
と
き
は
、
新
債
権
者
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
債
権
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
複
数
譲
受
人
同
士
が
争
う
状
態
が
、
現
出
す
る
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に
な
る
。
こ
の
状
態
を
知
っ
て
い
る
債
務
者
が
履
行
遅
滞
と
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
複
数
譲
受
人
の
う
ち
、
先
に
譲
渡
に
つ
い
て
証
明
し
て
履
行
請
求
し
た
一
名
に
支
払
う
な
ら
ば
、
そ
の
債
務
者
は
、
他
の
譲
受
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
債
務
者
に
よ
る
支
払
後
に
、
支
払
を
受
領
し
た
譲
受
人
よ
り
も
先
に
、
こ
の
他
の
譲
受
人
が
譲
渡
人
と
譲
渡
契
約
を
締
結
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
債
務
者
は
、
先
行
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
第
二
草
案
一
六
〇
条
二
項
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
58
の
3
）。
そ
こ
で
、
第
二
草
案
一
六
一
条
一
項
は
、
債
務
者
に
支
払
を
拒
絶
さ
せ
る
と
と
も
に
、
供
託
権
を
認
め
、
履
行
遅
滞
責
任
も
免
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
（
58
の
4
）。
4
第
三
草
案
第
二
草
案
は
、
一
八
七
六
年
に
開
か
れ
た
拡
大
専
門
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
そ
の
審
議
の
結
果
に
基
づ
き
、
第
三
草
案
が
起
草
さ
れ
た
（
59
）。
第
三
草
案
は
、
一
八
七
七
年
二
月
に
公
表
さ
れ
た
が
、
こ
の
第
三
草
案
に
関
し
て
は
、
連
邦
司
法
長
官
に
よ
っ
て
、
各
カ
ン
ト
ン
政
府
、
高
等
裁
判
所
、
大
学
（
法
学
部
）
お
よ
び
国
内
外
の
法
律
家
に
対
す
る
意
見
照
会
も
行
わ
れ
た
（
60
）。
第
三
草
案
の
債
権
譲
渡
規
定
は
、
総
則
第
六
章
「
債
権
の
譲
渡
（A
btretung
von
Forderungen
）」
に
置
か
れ
て
い
る
。
第
三
草
案
の
す
べ
て
の
規
定
に
つ
い
て
、
条
文
見
出
し
は
、
付
さ
れ
て
い
な
い
。
第
三
草
案
一
五
六
条
お
よ
び
同
一
五
七
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
第
三
草
案
一
五
六
条
「
①
債
権
者
は
、
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
債
権
を
債
務
者
の
同
意
も
要
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
権
利
の
性
質
が
債
権
者
の
一
身
に
専
属
し
て
い
る
債
権
は
、
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
（
61
）
第
三
草
案
一
五
七
条
「
債
権
の
譲
渡
は
、
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
、
特
別
な
方
式
を
必
要
と
し
な
い
。」
（
62
）
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五
第
三
草
案
一
五
六
条
一
項
は
、「
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
債
権
を
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
第
二
草
案
一
五
六
条
一
項
がjede
ihm
zustehende
Forderung
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、die
ihm
zustehende
Forderung
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
の
み
、
後
者
と
異
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
三
草
案
一
五
六
条
二
項
、
同
条
三
項
お
よ
び
同
草
案
一
五
七
条
は
、
第
二
草
案
一
五
六
条
二
項
、
同
条
三
項
お
よ
び
同
草
案
一
五
七
条
と
同
一
の
文
言
で
あ
る
。
第
三
草
案
一
五
六
条
一
項
お
よ
び
同
一
五
七
条
か
ら
、
第
三
草
案
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
権
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
と
し
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
の
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
、
譲
渡
債
権
が
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
ス
イ
ス
債
務
法
の
暫
定
草
案
か
ら
第
二
草
案
ま
で
の
草
案
に
お
い
て
は
、
暫
定
草
案
で
は
ド
イ
ツ
法
系
と
同
様
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
絶
対
効
と
さ
れ
て
い
た
が
、
第
一
草
案
は
、
暫
定
草
案
と
は
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
な
ら
ず
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
が
な
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
譲
渡
債
権
は
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
移
転
す
る
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
第
二
草
案
は
再
び
、
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
回
帰
し
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
変
遷
が
生
じ
た
の
か
は
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
と
な
っ
て
は
い
な
い
が
（
63
）、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
が
債
権
の
特
定
承
継
原
則
と
対
抗
要
件
主
義
と
の
間
で
揺
れ
た
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
第
三
草
案
に
お
い
て
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
㈠
第
三
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
第
三
草
案
一
五
九
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
松
山
大
学
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第
三
草
案
一
五
九
条
「
①
債
務
者
が
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
信
ず
る
に
足
る
知
識
を
獲
得
し
た
と
き
、
又
は
譲
受
人
が
債
務
者
に
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
せ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
も
は
や
譲
渡
人
に
対
し
て
有
効
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
②
債
務
者
は
、
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
通
知
し
た
譲
受
人
に
対
し
て
、
債
権
者
が
債
権
の
譲
渡
を
債
務
者
に
通
知
す
る
か
、
又
は
、
そ
の
他
に
、
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
十
分
な
証
明
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
支
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
か
つ
、
支
払
う
義
務
も
負
わ
な
い
。」
（
64
）
第
三
草
案
一
五
九
条
一
項
は
、
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
と
同
一
の
文
言
で
あ
る
。
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
同
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
債
務
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
が
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
債
務
者
は
、
新
債
権
者
へ
の
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
債
権
譲
渡
に
よ
る
債
務
者
の
巻
込
み
を
防
止
す
る
べ
く
、
第
三
草
案
一
五
九
条
は
、
善
意
の
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
を
特
別
に
有
効
と
す
る
。
第
三
草
案
が
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
自
ら
へ
の
譲
渡
通
知
前
に
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
、
善
意
悪
意
を
問
わ
ず
有
効
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
趣
旨
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
（
65
）、
や
は
り
第
三
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
と
同
じ
く
、
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
に
も
及
ぶ
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
譲
渡
を
通
知
し
て
履
行
請
求
し
た
と
き
は
、
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
は
、
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
支
払
を
し
て
し
ま
い
、
真
の
債
権
者
（
原
債
権
者
ま
た
は
真
の
譲
受
人
）
に
対
し
て
さ
ら
な
る
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
三
草
案
も
ま
た
一
五
九
条
二
項
に
お
い
て
、
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
を
通
知
し
て
履
行
請
求
す
る
に
あ
た
り
、
新
債
権
者
で
あ
る
こ
と
の
資
格
を
証
明
す
る
こ
と
を
譲
受
人
に
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
を
具
備
す
る
か
、
ま
た
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
か
ら
交
付
を
う
け
た
譲
渡
証
書
364
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
二
七
（
譲
渡
契
約
書
）
等
に
よ
っ
て
自
ら
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
十
分
に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
（
66
）、
こ
の
証
明
が
な
け
れ
ば
、
履
行
請
求
を
し
て
き
た
譲
受
人
は
、
表
見
譲
受
人
た
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
債
務
者
は
、
こ
の
証
明
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
履
行
請
求
を
し
て
き
た
譲
受
人
に
対
し
て
、
支
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
債
務
の
履
行
を
拒
絶
で
き
る
こ
と
に
な
る
（
第
三
草
案
一
五
九
条
二
項
を
参
照
）。
債
務
者
は
、
譲
渡
の
証
明
を
し
な
い
譲
受
人
に
対
し
て
履
行
遅
滞
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
く
、
債
権
の
弁
済
期
ま
で
に
譲
渡
の
証
明
を
伴
う
履
行
請
求
を
し
て
き
た
真
正
な
譲
受
人
に
支
払
え
ば
、
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
な
お
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
譲
受
人
が
第
三
草
案
一
五
九
条
二
項
所
定
の
方
法
に
よ
っ
て
譲
渡
を
証
明
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
譲
受
人
が
表
見
譲
受
人
で
あ
り
、
譲
渡
自
体
が
不
存
在
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
譲
渡
人
（
原
債
権
者
）
に
対
す
る
遅
滞
責
任
を
回
避
す
る
べ
く
、
譲
渡
に
つ
い
て
善
意
の
債
務
者
が
譲
渡
人
（
原
債
権
者
）
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
第
三
草
案
一
五
九
条
一
項
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
の
証
明
な
く
し
て
譲
渡
を
通
知
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
譲
渡
に
つ
き
悪
意
で
あ
る
と
さ
れ
、
譲
渡
人
（
原
債
権
者
）
に
有
効
に
弁
済
で
き
な
い
と
す
る
。
債
権
譲
渡
制
度
に
お
い
て
は
、
譲
渡
に
関
与
し
な
い
債
務
者
が
譲
渡
に
よ
っ
て
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
第
三
草
案
一
五
九
条
一
項
は
、
第
二
草
案
一
五
九
条
一
項
と
同
様
、
問
題
の
あ
る
規
定
で
あ
り
、
後
者
は
な
ぜ
か
、
第
三
草
案
に
お
い
て
も
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
（
67
）。
㈡
第
三
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
第
三
草
案
に
お
い
て
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
草
案
一
六
〇
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
第
三
草
案
一
六
〇
条
「
①
債
権
者
が
引
き
続
い
て
異
な
っ
た
譲
受
人
に
対
し
て
同
一
の
債
権
を
譲
渡
し
た
と
き
は
、
最
初
に
譲
渡
さ
れ
た
者
が
、
優
先
す
る
。 松山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
二
八
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②
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
早
く
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
る
こ
と
な
く
遅
れ
て
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
の
譲
受
人
に
支
払
っ
た
と
き
は
、
そ
の
支
払
は
、
有
効
で
あ
る
。
③
し
か
し
な
が
ら
、
早
く
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
の
譲
受
人
は
、
遅
れ
て
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
の
譲
受
人
が
支
払
の
受
領
時
に
正
当
に
存
在
す
る
早
く
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
と
き
は
、
こ
の
者
に
対
し
て
支
払
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
68
）
第
三
草
案
一
六
〇
条
一
項
の
文
言
は
、
第
二
草
案
一
六
〇
条
一
項
と
同
一
の
文
言
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
第
三
草
案
も
第
二
草
案
と
同
様
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
権
は
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
と
し
て
い
る
。
第
三
草
案
は
、
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
筆
者
は
、
現
時
点
で
そ
の
趣
旨
を
把
握
で
き
て
い
な
い
（
69
）。
第
三
草
案
に
お
い
て
債
権
の
特
定
承
継
原
則
が
採
ら
れ
て
い
る
以
上
、
劣
後
譲
受
人
で
あ
る
第
二
譲
受
人
が
優
先
譲
受
人
で
あ
る
第
一
譲
受
人
よ
り
も
先
に
第
三
草
案
一
五
九
条
二
項
に
定
め
る
証
明
方
法
に
よ
っ
て
自
ら
へ
の
譲
渡
を
証
明
し
、
債
務
者
に
履
行
請
求
し
て
き
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
第
二
譲
受
人
に
対
し
て
弁
済
し
た
と
き
は
、
譲
渡
の
前
後
で
譲
渡
に
関
与
し
な
い
債
務
者
が
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
か
か
る
善
意
の
債
務
者
の
弁
済
が
例
外
的
に
有
効
と
な
る
点
も
、
第
三
草
案
一
六
〇
条
二
項
と
第
二
草
案
一
六
〇
条
二
項
と
の
間
で
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
（
70
）。
第
三
草
案
一
六
〇
条
三
項
が
債
務
者
に
よ
る
支
払
時
に
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
支
払
を
受
領
し
た
第
二
譲
受
人
が
受
領
し
た
金
銭
を
第
一
譲
受
人
に
返
還
す
る
義
務
は
な
い
と
す
る
点
も
、
第
二
草
案
一
六
〇
条
三
項
と
同
じ
で
あ
る
。
両
者
は
、「
正
当
に
存
在
す
る
早
く
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
」
の
部
分
に
つ
き
、
前
者
がvon
der
zu
Rechte
bestehenden
ältern
Cession
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
がvon
der
zu
Rechte
bestehenden
älteren
Cession
と
し
て
い
る
と
い
う
差
異
が
あ
る
。
第
一
の
譲
渡
を
知
ら
な
い
で
譲
渡
人
と
譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
第
二
譲
受
人
の
債
権
取
得
の
期
待
を
保
護
し
て
債
権
取
引
362
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
二
九
安
全
を
図
ろ
う
と
す
る
第
三
草
案
一
六
〇
条
三
項
に
つ
い
て
は
、
第
二
草
案
一
六
〇
条
三
項
と
同
様
の
問
題
が
あ
る
。
譲
渡
に
つ
い
て
善
意
の
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
支
払
を
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
も
、
通
常
、
譲
渡
債
権
の
弁
済
期
到
来
前
に
第
一
譲
受
人
も
第
二
譲
受
人
も
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
を
証
明
す
る
こ
と
か
ら
、
債
務
者
は
、
優
先
譲
受
人
で
あ
る
第
一
譲
受
人
を
弁
済
期
到
来
時
に
す
で
に
特
定
で
き
て
お
り
、
当
然
第
一
譲
受
人
に
弁
済
す
る
（
第
三
草
案
一
六
〇
条
二
項
を
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
第
二
の
譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
第
二
譲
受
人
の
債
権
取
得
の
期
待
は
、
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
草
案
一
六
〇
条
三
項
も
ま
た
、
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
基
礎
と
し
て
い
る
以
上
、
債
権
取
引
安
全
を
図
る
規
定
と
し
て
は
、
不
十
分
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
が
不
明
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
き
争
い
が
あ
っ
て
、
こ
の
争
い
が
あ
る
こ
と
を
債
務
者
が
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
債
務
者
が
二
重
弁
済
と
履
行
遅
滞
を
回
避
す
る
た
め
に
複
数
譲
受
人
の
一
人
に
よ
る
履
行
請
求
を
拒
絶
し
、
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
、
第
二
草
案
一
六
一
条
一
項
と
同
じ
で
あ
る
（
第
三
草
案
一
六
一
条
一
項
）
（
71
）
。
5
最
終
草
案
と
連
邦
内
閣
の
報
告
書
意
見
照
会
に
付
さ
れ
た
第
三
草
案
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
参
考
に
し
て
検
討
さ
れ
、
根
本
的
に
作
り
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
の
起
草
者
で
あ
るBluntschli
ら
に
よ
っ
て
新
た
な
草
案
が
起
草
さ
れ
た
（
72
）（
73
）。
こ
の
新
た
な
草
案
が
、
い
わ
ゆ
る
最
終
草
案
で
あ
り
、
一
八
七
九
年
一
一
月
二
七
日
に
連
邦
内
閣
の
報
告
書
と
と
も
に
（
73
の
2
）、
連
邦
合
同
会
議
に
提
出
さ
れ
（
74
）、
以
下
の
名
称
で
出
版
さ
れ
た
（
75
）。
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す
な
わ
ち
、「
ス
イ
ス
債
務
法
及
び
ス
イ
ス
商
法
。（
連
邦
憲
法
第
六
四
条
）
意
見
及
び
委
員
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
連
邦
司
法
省
並
び
に
警
察
省
の
草
案
。
一
八
七
九
年
七
月
。」
に
は
、
ド
イ
ツ
語
版
と
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
あ
り
（
76
）、
ス
イ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た
（
77
）。
連
邦
内
閣
の
報
告
書
も
、
最
終
草
案
と
同
様
に
公
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
報
告
書
は
、
最
終
草
案
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、「
フ
ラ
ン
ス
法
的
見
解
と
ド
イ
ツ
法
的
見
解
が
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
、
調
和
し
て
い
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
78
）。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
最
終
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
関
す
る
規
定
も
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
で
も
な
く
、
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
で
も
な
い
第
三
の
立
法
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
最
終
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
規
定
は
、
総
則
の
第
五
章
「
債
権
の
譲
渡
（A
btretung
der
Forderungen
）」
に
置
か
れ
て
い
る
（
79
）。
最
終
草
案
の
す
べ
て
の
規
定
に
つ
い
て
、
条
文
見
出
し
は
、
付
さ
れ
て
い
な
い
。
最
終
草
案
二
〇
一
条
お
よ
び
同
二
〇
二
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
最
終
草
案
二
〇
一
条
「
債
権
者
は
、
法
律
、
合
意
又
は
法
律
関
係
の
特
別
な
性
質
が
禁
じ
て
い
な
い
限
り
、
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
債
権
を
債
務
者
の
同
意
も
要
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
80
）
最
終
草
案
二
〇
二
条
「
①
債
権
の
譲
渡
は
、
特
別
な
方
式
が
な
く
と
も
、
有
効
で
あ
る
。
②
し
か
し
、
特
に
譲
渡
人
が
破
産
し
て
い
る
と
き
に
は
、
債
権
が
第
三
者
と
の
関
係
で
も
有
効
に
移
転
す
る
た
め
に
は
、
文
書
が
公
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
又
は
債
務
証
書
の
引
渡
し
が
、
必
要
で
あ
る
。」
（
81
）
最
終
草
案
二
〇
一
条
お
よ
び
同
二
〇
二
条
一
項
か
ら
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
譲
渡
債
権
が
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
連
邦
内
閣
の
報
告
書
も
、
債
権
譲
渡
契
約
の
同
契
約
当
事
者
間
の
効
力
に
つ
い
て
、
同
様
の
説
明
を
し
た
上
で
、
ド
イ
ツ
普
通
法
の
原
則
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
無
方
式
の
口
360
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
三
一
頭
で
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
も
有
効
で
あ
っ
て
、
こ
の
契
約
締
結
に
よ
り
、
譲
渡
債
権
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
と
す
る
（
82
）。
こ
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
は
、
暫
定
草
案
か
ら
最
終
草
案
ま
で
一
貫
し
て
変
化
し
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
一
八
五
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
チ
ュ
ー
リ
私
法
典
。
法
典
の
起
草
者
で
あ
るBluntschli
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
注
釈
付
き
。
第
三
巻
。
債
権
及
び
債
務
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
の
起
草
者
で
あ
るBluntschli
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
注
釈
付
き
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
債
務
法
。』
に
よ
れ
ば
、
最
終
草
案
の
起
草
者
の
一
人
で
あ
るBluntschli
が
起
草
し
た
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
に
お
い
て
も
、
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
締
結
に
よ
っ
て
同
契
約
の
効
力
は
、
譲
渡
契
約
当
事
者
に
及
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
一
〇
二
五
条
お
よ
び
同
一
〇
二
六
条
）
（
83
）
。
㈠
最
終
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
最
終
草
案
二
〇
二
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
た
め
に
は
、
債
権
譲
渡
契
約
書
（
債
権
譲
渡
証
書
）
が
公
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
譲
受
人
が
譲
渡
人
か
ら
債
務
証
書
の
引
渡
し
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
債
務
証
書
の
引
渡
し
が
、
債
務
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
連
邦
内
閣
の
報
告
書
か
ら
は
、
最
終
草
案
二
〇
二
条
二
項
の
立
法
趣
旨
は
、
明
ら
か
と
は
な
ら
ず
、
単
に
「
債
権
譲
渡
契
約
の
同
契
約
当
事
者
（
譲
渡
人
お
よ
び
譲
受
人
）
間
の
効
力
と
、
債
権
譲
渡
行
為
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
と
は
、
明
確
な
違
い
が
あ
る
。」
と
の
記
述
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
（
83
の
2
）。
こ
れ
ら
の
効
力
発
生
要
件
に
関
し
て
、
最
終
草
案
は
、
二
〇
九
条
で
規
定
し
て
い
る
。
最
終
草
案
二
〇
九
条
「
債
権
の
譲
渡
の
譲
渡
人
は
、
債
権
の
取
得
者
に
対
し
て
、
公
証
さ
れ
た
日
付
の
あ
る
譲
渡
証
書
を
送
達
し
、
債
務
証
書
を
引
き
渡
し
、
自
ら
が
有
す
る
債
権
に
関
す
る
証
明
方
法
及
び
必
要
な
情
報
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
（
84
）
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
三
二
359
最
終
草
案
二
〇
九
条
に
よ
れ
ば
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
で
あ
る
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
は
必
ず
、
作
成
さ
れ
た
う
え
で
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
終
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
同
契
約
の
効
力
が
債
務
者
に
及
ぶ
と
は
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
し
て
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
債
務
証
書
の
引
渡
し
は
債
務
者
に
譲
渡
を
通
知
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
最
終
草
案
は
、
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
と
は
し
て
お
ら
ず
、
譲
渡
通
知
を
こ
の
効
力
発
生
要
件
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
と
も
異
な
る
立
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
連
邦
内
閣
の
報
告
書
も
ま
た
、「
草
案
は
、
ド
イ
ツ
普
通
法
の
支
配
的
見
解
と
も
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
規
定
（
一
六
八
九
条
以
下
）
と
も
異
な
る
ま
っ
た
く
独
自
の
制
度
を
方
式
に
関
し
て
採
用
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
（
85
）。
そ
し
て
、
最
終
草
案
二
〇
四
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
最
終
草
案
二
〇
四
条
「
①
債
務
者
が
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
っ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
も
は
や
旧
債
権
者
に
対
し
て
有
効
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
②
債
務
者
に
第
二
〇
二
条
第
二
項
の
方
法
に
よ
っ
て
債
権
の
移
転
が
十
分
に
証
明
さ
れ
る
ま
で
は
、
債
務
者
は
、
支
払
う
こ
と
が
で
き
ず
、
支
払
わ
な
く
て
よ
い
。」
（
86
）
最
終
草
案
二
〇
二
条
二
項
に
よ
り
、
債
権
譲
渡
契
約
に
加
え
て
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
に
対
す
る
債
務
証
書
の
引
渡
し
が
な
け
れ
ば
、
譲
渡
債
権
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
し
な
い
。
譲
渡
契
約
が
あ
っ
て
も
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
に
対
す
る
債
務
証
書
の
引
渡
し
と
い
っ
た
効
力
発
生
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
債
務
者
か
ら
み
て
、
譲
渡
債
権
は
、
譲
渡
人
に
帰
属
し
た
ま
ま
で
358
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
三
三
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
効
力
発
生
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
債
務
者
は
、
譲
渡
契
約
締
結
に
つ
き
善
意
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
譲
渡
人
に
有
効
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
最
終
草
案
二
〇
四
条
一
項
は
、
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
人
に
対
す
る
有
効
な
支
払
の
要
件
と
し
て
、
債
務
者
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
善
意
を
定
め
て
お
り
、
同
条
同
項
は
、
右
の
効
力
発
生
要
件
が
満
た
さ
れ
た
後
に
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
、
最
終
草
案
二
〇
四
条
一
項
の
趣
旨
を
明
示
し
て
い
な
い
が
、
最
終
草
案
二
〇
四
条
一
項
は
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
が
作
成
さ
れ
た
後
に
、
ま
た
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
に
対
し
て
債
務
証
書
が
引
き
渡
さ
れ
た
後
に
、
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
支
払
を
し
た
と
き
に
、
譲
渡
前
に
は
一
回
の
支
払
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
債
務
者
の
地
位
が
譲
渡
後
に
は
二
回
の
支
払
が
な
け
れ
ば
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
地
位
へ
と
変
わ
り
、
債
務
者
が
譲
渡
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
べ
く
、
こ
の
債
務
者
に
よ
る
譲
渡
人
に
対
す
る
支
払
を
特
別
に
有
効
と
す
る
規
定
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ば
、
譲
受
人
が
作
成
さ
れ
た
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
債
務
者
に
対
し
て
呈
示
す
れ
ば
、
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
き
悪
意
と
な
り
、
も
は
や
譲
渡
人
に
有
効
に
弁
済
で
き
な
い
（
87
）。
最
終
草
案
二
〇
四
条
一
項
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
が
満
た
さ
れ
た
後
に
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
債
務
者
の
弁
済
を
特
別
に
有
効
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
効
力
発
生
要
件
が
満
た
さ
れ
る
前
に
、
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
債
務
者
の
弁
済
を
有
効
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
、「
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
一
条
と
は
異
な
る
」
と
し
て
い
る
（
88
）。
そ
し
て
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
が
存
在
し
な
い
ド
イ
ツ
法
と
は
違
い
、
最
終
草
案
二
〇
四
条
一
項
は
、
効
力
発
生
要
件
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
。
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
、「
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
制
度
は
、
何
ら
の
関
心
も
示
さ
れ
な
い
。」
と
い
う
（
89
）。
な
お
、
最
終
草
案
の
起
草
者
の
一
人
で
あ
るBluntschli
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
は
、
一
〇
三
一
条
一
項
に
お
い
て
、「
債
務
者
は
、
行
わ
れ
た
債
権
の
譲
渡
を
知
る
ま
で
は
、
債
権
の
譲
渡
後
で
あ
っ
て
も
、
譲
渡
人
を
債
権
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
有
効
に
譲
渡
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
す
る
（
90
）。
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
三
四
357
ま
た
、
一
〇
三
二
条
に
お
い
て
、「
債
務
者
が
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
っ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
も
は
や
、
有
効
に
譲
渡
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
ず
、
譲
渡
人
に
よ
っ
て
訴
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
譲
渡
人
と
の
契
約
に
よ
っ
て
そ
の
債
権
を
害
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。」
と
す
る
（
91
）。Bluntschli
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、「
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
は
、
債
権
の
譲
渡
は
、
譲
渡
通
知
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
効
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
（
92
）。
し
た
が
っ
て
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
を
具
備
す
る
ま
で
は
、
譲
渡
債
権
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
は
譲
渡
人
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
一
〇
三
一
条
一
項
は
、
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
通
知
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
（
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
あ
る
と
き
）
の
規
定
で
あ
り
、
債
務
者
は
、
債
権
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
有
効
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
、
譲
渡
の
前
後
で
一
回
の
弁
済
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
債
務
者
の
地
位
が
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
譲
渡
債
権
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
し
て
お
り
、
債
務
者
は
、
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
支
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
一
〇
三
二
条
）。
最
終
草
案
は
、
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
を
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
と
は
せ
ず
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
務
証
書
の
引
渡
し
を
効
力
発
生
要
件
と
し
て
い
る
が
、
譲
渡
契
約
当
事
者
で
は
な
い
債
務
者
の
地
位
を
害
さ
な
い
よ
う
に
制
度
設
計
を
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
な
ぜ
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
要
件
が
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
と
最
終
草
案
と
で
異
な
る
の
か
は
、
連
邦
内
閣
の
報
告
書
か
ら
は
明
ら
か
と
は
な
ら
な
い
。
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
最
終
草
案
の
「
制
度
は
、
完
全
に
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
施
行
さ
れ
て
い
る
法
律
と
異
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
普
通
法
や
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
の
支
配
的
な
法
理
論
に
従
っ
て
い
る
一
八
七
一
年
、
一
八
七
五
年
お
よ
び
一
八
七
七
年
の
草
案
と
も
異
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
93
）。
最
終
草
案
に
お
い
て
は
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
務
証
書
の
引
渡
し
が
あ
れ
ば
、
譲
受
人
は
、
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
で
き
る
と
こ
ろ
（
最
終
草
案
二
〇
二
条
二
項
）、
譲
受
人
は
、
公
356
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
三
五
正
証
書
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
譲
渡
証
書
ま
た
は
債
務
証
書
を
債
務
者
に
呈
示
し
て
、
譲
渡
人
か
ら
自
ら
に
債
権
が
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
を
十
分
に
証
明
し
な
け
れ
ば
、
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
し
て
行
使
で
き
ず
、
債
務
者
は
、
譲
受
人
に
よ
る
履
行
請
求
を
拒
絶
で
き
る
と
さ
れ
る
（
最
終
草
案
二
〇
四
条
二
項
）。
最
終
草
案
二
〇
四
条
二
項
は
、
公
正
証
書
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
譲
渡
証
書
ま
た
は
債
務
証
書
の
債
務
者
に
対
す
る
呈
示
を
も
っ
て
、
譲
受
人
が
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
い
る
。
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
、
最
終
草
案
二
〇
四
条
二
項
の
趣
旨
に
触
れ
て
い
な
い
。
公
証
さ
れ
た
債
権
譲
渡
証
書
が
作
成
さ
れ
、
ま
た
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
に
債
務
証
書
が
引
き
渡
さ
れ
た
後
に
、
譲
受
人
が
こ
れ
ら
を
呈
示
せ
ず
に
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
債
権
に
つ
い
て
履
行
請
求
で
き
る
と
す
る
と
、
そ
の
譲
受
人
が
表
見
譲
受
人
で
あ
っ
た
と
き
は
、
表
見
譲
受
人
に
支
払
っ
た
債
務
者
は
、
真
正
な
債
権
者
（
原
債
権
者
ま
た
は
真
正
な
譲
受
人
）
に
対
し
て
さ
ら
な
る
支
払
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
最
終
草
案
は
、
公
正
証
書
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
譲
渡
証
書
ま
た
は
債
務
証
書
の
債
務
者
に
対
す
る
呈
示
を
譲
渡
債
権
の
債
務
者
に
対
す
る
権
利
行
使
要
件
と
し
、
譲
受
人
に
債
権
の
譲
渡
、
す
な
わ
ち
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
（
資
格
）
を
十
分
に
証
明
さ
せ
、
債
務
者
か
ら
二
重
弁
済
の
危
険
を
除
去
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
94
）。
債
務
者
は
、
譲
受
人
が
右
の
権
利
行
使
要
件
を
満
た
す
ま
で
は
、
支
払
を
拒
絶
で
き
る
以
上
、
履
行
遅
滞
と
は
な
ら
な
い
し
、
譲
渡
に
つ
い
て
の
証
明
が
な
い
こ
と
か
ら
、
譲
渡
人
に
有
効
に
支
払
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
（
最
終
草
案
二
百
四
条
一
項
）。
最
終
草
案
に
お
い
て
は
、
債
務
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
権
利
行
使
要
件
と
が
、
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
効
力
発
生
要
件
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
あ
っ
て
、
権
利
行
使
要
件
が
満
た
さ
れ
る
。
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
務
証
書
の
引
渡
し
が
債
務
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
さ
れ
て
い
る
趣
旨
は
、
譲
受
人
を
し
て
履
行
請
求
に
あ
た
っ
て
こ
の
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
や
債
務
証
書
を
債
務
者
に
確
実
に
呈
示
さ
せ
、
譲
渡
（
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
﹇
資
格
﹈）
を
証
明
さ
せ
る
こ
と
で
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
無
効
な
弁
済
を
し
て
真
正
な
債
権
者
に
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
三
六
355
ん
、
た
と
え
ば
仮
に
第
三
草
案
の
よ
う
に
、
最
終
草
案
が
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
に
つ
き
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
た
し
て
も
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
が
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
、
特
別
に
有
効
と
さ
れ
る
し
（
第
三
草
案
一
五
九
条
一
項
）、
譲
渡
人
に
よ
る
譲
渡
通
知
な
ど
に
よ
る
譲
渡
の
証
明
を
譲
渡
債
権
の
行
使
要
件
と
す
る
こ
と
で
、債
務
者
の
表
見
譲
受
人
に
対
す
る
無
効
な
弁
済
を
防
止
で
き
る（
第
三
草
案
一
五
九
条
二
項
）。
最
終
草
案
が
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
し
て
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
務
証
書
の
引
渡
し
を
定
め
て
い
る
趣
旨
は
、
今
後
慎
重
に
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
㈡
最
終
草
案
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
最
終
草
案
二
〇
二
条
二
項
の
文
言
か
ら
す
れ
ば
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
務
証
書
の
引
渡
し
が
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
及
ぶ
た
め
の
要
件
と
な
る
。
最
終
草
案
二
〇
五
条
一
項
は
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
。
最
終
草
案
二
〇
五
条
「
①
債
権
者
が
異
な
っ
た
者
に
順
々
に
同
一
の
債
権
を
譲
渡
し
た
と
き
は
、
債
権
が
第
二
〇
二
条
第
二
項
に
よ
っ
て
最
初
に
移
転
し
た
者
が
、
優
先
す
る
。
②
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
優
先
す
る
債
権
の
移
転
に
つ
い
て
知
る
こ
と
な
く
、
劣
後
す
る
債
権
の
譲
渡
の
譲
受
人
に
支
払
っ
た
と
き
は
、
そ
の
支
払
は
、
有
効
で
あ
る
。」
（
95
）
た
と
え
ば
、
債
権
の
第
一
譲
受
人
が
譲
渡
人
と
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
も
の
の
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
譲
渡
人
か
ら
債
務
証
書
が
引
き
渡
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
譲
渡
債
権
は
、
第
二
譲
受
人
と
の
関
係
で
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
し
て
お
ら
ず
、
譲
渡
債
権
は
、
譲
渡
人
に
帰
属
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
譲
受
人
が
譲
354
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民
法
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務
法
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比
較
法
研
究
序
説
三
七
渡
人
と
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
し
、
第
一
譲
受
人
よ
り
も
先
に
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
が
作
成
さ
れ
、
ま
た
は
、
譲
渡
人
か
ら
債
務
証
書
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
き
は
、
譲
渡
債
権
は
、
第
一
譲
受
人
と
の
関
係
で
も
、
譲
渡
人
か
ら
第
二
譲
受
人
へ
と
移
転
し
、
第
二
譲
受
人
が
、
唯
一
の
新
債
権
者
と
な
る
（
96
）。
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
で
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
第
一
譲
受
人
の
み
が
、
常
に
新
債
権
者
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
最
終
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
を
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
に
基
づ
く
立
法
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
最
終
草
案
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
規
定
は
、
連
邦
内
閣
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
法
系
で
も
フ
ラ
ン
ス
法
系
で
も
な
い
「
適
切
な
中
間
の
道
（ein
zw
eckm
ässiger
M
ittelw
eg
）」
と
し
て
拡
大
専
門
委
員
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
97
）。
最
終
草
案
二
〇
五
条
一
項
は
、
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
対
抗
す
る
要
件
と
し
て
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
務
証
書
の
引
渡
し
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
対
抗
要
件
は
、
債
務
者
に
譲
渡
を
通
知
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
の
よ
う
な
「
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
と
し
、
債
権
取
引
の
安
全
を
図
る
」
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
最
終
草
案
二
〇
五
条
の
起
草
に
も
携
わ
っ
たBluntschli
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
一
〇
三
三
条
「
債
権
者
が
債
権
を
異
な
る
譲
受
人
へ
と
譲
渡
し
た
と
き
は
、
そ
の
債
権
が
最
初
に
譲
渡
さ
れ
た
者
が
、
優
先
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
債
務
者
が
優
先
す
る
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
知
ら
な
い
で
劣
後
す
る
譲
受
人
に
支
払
っ
た
と
き
は
、
そ
の
支
払
は
、
有
効
で
あ
る
。」
（
98
）
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チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
一
〇
三
三
条
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
及
ぶ
と
し
て
お
り
（
99
）、
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
で
あ
る
と
い
え
る
。Bluntschli
は
、
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
を
採
用
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
な
ぜ
、
ス
イ
ス
債
務
法
の
最
終
草
案
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
、「
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
け
る
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
決
定
に
お
い
て
は
、
最
終
草
案
一
六
条
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
。」
と
す
る
（
100
）。
最
終
草
案
一
六
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
最
終
草
案
一
六
条
「
公
証
さ
れ
て
い
な
い
私
署
証
書
の
日
付
は
、
第
三
者
に
対
す
る
証
明
力
を
有
し
な
い
。」
（
101
）
そ
し
て
、
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
、
最
終
草
案
二
〇
五
条
二
項
に
関
し
て
、「
譲
渡
債
権
の
債
務
者
が
二
〇
五
条
一
項
お
よ
び
一
六
条
に
よ
り
優
先
関
係
を
め
ぐ
る
争
い
に
お
い
て
敗
れ
る
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
優
先
す
る
有
効
な
債
権
の
譲
渡
を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
債
務
者
は
、
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
（
二
〇
五
条
二
項
）。」
と
述
べ
て
い
る
（
102
）。
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
の
ご
と
く
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
同
契
約
の
効
力
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
及
ぶ
と
す
れ
ば
、
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
い
て
は
、
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
こ
の
先
後
は
、
実
際
に
は
債
権
譲
渡
契
約
書
に
お
け
る
同
契
約
の
締
結
日
（
契
約
書
の
作
成
日
）
の
先
後
で
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
私
署
証
書
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
書
で
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
を
決
す
る
と
な
る
と
、
第
二
譲
受
人
と
譲
渡
人
が
通
謀
し
て
債
権
譲
渡
契
約
書
の
日
付
を
操
作
し
、
第
一
の
譲
渡
契
約
締
結
日
よ
り
も
早
い
日
付
を
第
二
の
譲
渡
契
約
書
に
記
載
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
債
権
者
で
あ
る
第
一
譲
受
人
が
債
権
を
取
得
で
き
ず
、
新
債
権
者
の
地
位
が
奪
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
終
草
案
は
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
契
約
書
（
譲
渡
証
書
）
の
作
成
を
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
し
、
譲
受
人
に
必
ず
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
作
成
さ
せ
（
最
終
草
案
二
〇
二
条
二
項
）、
こ
の
譲
渡
証
書
の
作
成
日
の
先
後
で
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
を
決
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
最
終
草
案
352
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
三
九
二
〇
五
条
一
項
）。
公
正
証
書
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
書
（
譲
渡
証
書
）
の
作
成
日
は
、
第
二
譲
受
人
と
譲
渡
人
の
通
謀
に
よ
っ
て
操
作
で
き
ず
、
第
一
譲
受
人
の
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
は
、
奪
わ
れ
ず
、
害
さ
れ
な
い
。
最
終
草
案
は
、
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
を
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
（
私
署
証
書
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
書
の
作
成
日
の
先
後
）
で
は
な
く
、
公
正
証
書
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
書
（
譲
渡
証
書
）
の
作
成
日
の
先
後
で
決
し
て
お
り
、
や
は
り
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
や
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
の
問
題
点
を
克
服
し
よ
う
と
試
み
た
立
法
で
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
（
103
）。
な
お
、
こ
こ
に
述
べ
た
最
終
草
案
二
〇
五
条
一
項
に
つ
い
て
の
現
時
点
で
の
分
析
は
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
務
証
書
の
引
渡
し
に
は
妥
当
し
な
い
。
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
、
債
務
証
書
の
引
渡
し
を
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
と
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
説
明
し
て
い
な
い
。
最
終
草
案
に
お
い
て
は
、
先
に
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
作
成
し
た
優
先
譲
受
人
が
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
譲
渡
人
と
無
効
な
債
権
譲
渡
契
約
を
結
ぶ
劣
後
譲
受
人
が
出
現
し
か
ね
ず
、
債
権
取
引
安
全
が
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
債
権
の
多
重
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
一
番
先
に
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
作
成
し
た
こ
と
か
ら
優
先
譲
受
人
と
な
っ
た
者
が
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
遅
れ
て
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
作
成
し
た
劣
後
譲
受
人
か
ら
譲
渡
証
書
の
呈
示
を
受
け
（
最
終
草
案
二
〇
四
条
二
項
を
参
照
）、
そ
の
履
行
請
求
に
応
じ
て
無
権
利
者
で
あ
る
劣
後
譲
受
人
に
支
払
っ
た
と
き
は
、
有
効
な
譲
渡
の
前
後
で
一
回
の
支
払
に
よ
っ
て
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
債
務
者
の
地
位
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
こ
の
支
払
は
、
例
外
的
に
有
効
と
さ
れ
る
（
最
終
草
案
二
〇
五
条
二
項
）。
第
三
草
案
一
六
〇
条
三
項
は
、
最
終
草
案
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
。
劣
後
譲
受
人
が
優
先
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
優
先
す
る
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
領
し
た
と
き
は
、
そ
の
劣
後
譲
受
人
に
優
先
譲
受
人
に
対
す
る
返
還
義
務
を
負
わ
せ
る
の
は
、
不
当
利
得
制
度
か
ら
当
然
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
削
除
さ
れ
た
も
の
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
四
〇
351
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
に
つ
い
て
、
複
数
譲
受
人
間
で
先
後
不
明
で
あ
っ
て
、
債
権
の
帰
属
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
と
き
は
、
新
債
権
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
特
定
の
譲
受
人
に
弁
済
し
て
も
、
そ
の
譲
受
人
の
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
が
他
の
譲
受
人
よ
り
も
後
で
あ
る
こ
と
が
弁
済
後
に
証
明
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
弁
済
は
、
無
効
な
も
の
と
な
り
、
債
務
者
は
、
優
先
譲
受
人
に
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
債
務
者
は
、
こ
う
し
た
と
き
に
複
数
譲
受
人
の
一
人
か
ら
の
履
行
請
求
を
拒
絶
で
き
、
履
行
遅
滞
と
は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
供
託
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
最
終
草
案
二
〇
六
条
一
項
）。
最
終
草
案
二
〇
六
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
最
終
草
案
二
〇
六
条
「
①
誰
に
債
権
が
帰
属
し
て
い
る
の
か
が
争
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
支
払
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
債
務
額
を
裁
判
所
に
供
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
争
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
払
を
し
た
債
務
者
は
、
そ
の
危
険
を
負
担
す
る
。
②
前
項
の
争
い
が
訴
訟
係
属
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
各
訴
訟
当
事
者
は
、
債
務
者
に
対
し
て
供
託
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
104
）
こ
う
し
て
最
終
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
を
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
ま
た
は
債
務
証
書
の
引
渡
し
に
か
か
ら
し
め
て
お
り
、
暫
定
草
案
、
第
二
草
案
お
よ
び
第
三
草
案
が
採
用
し
て
い
た
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
て
い
な
い
。
ス
イ
ス
債
務
法
の
債
権
譲
渡
制
度
の
根
幹
に
つ
い
て
、
最
終
草
案
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
転
換
を
遂
げ
た
の
か
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
6
一
八
八
三
年
施
行
の
ス
イ
ス
債
務
法
最
終
草
案
は
、
全
州
議
会
お
よ
び
国
民
議
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
、
時
効
法
、
動
産
物
権
法
、
株
式
会
社
法
、
用
益
賃
貸
借
350
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
四
一
法
お
よ
び
使
用
賃
貸
借
法
を
中
心
に
連
邦
内
閣
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
、
新
草
案
が
起
草
さ
れ
た
。
新
草
案
は
、
文
言
上
の
修
正
を
受
け
た
後
、
連
邦
内
閣
の
報
告
書
を
参
考
に
両
院
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
一
八
八
一
年
六
月
一
四
日
に
連
邦
合
同
議
会
に
お
い
て
可
決
成
立
し
た
。
こ
の
可
決
成
立
し
た
新
草
案
が
、
一
八
八
一
年
公
布
、
一
八
八
三
年
施
行
の
「
債
務
法
に
関
す
る
連
邦
法
」
で
あ
り
（
105
）、
梅
謙
次
郎
ら
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
が
参
照
し
た
ス
イ
ス
債
務
法
（
瑞
債
務
法
）
で
あ
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
の
債
権
譲
渡
規
定
は
、
第
五
章
「
債
権
の
譲
渡
（A
btretung
der
Forderungen
）」
に
置
か
れ
て
い
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
三
条
は
、
第
五
章
の
冒
頭
の
規
定
で
あ
る
が
、
同
条
の
末
尾
がbegründen
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
、
す
べ
て
最
終
草
案
二
〇
一
条
と
同
じ
文
言
で
あ
る
（
最
終
草
案
二
〇
一
条
で
は
、
末
尾
がbegründet
と
な
っ
て
い
る
。）。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
三
条
「
債
権
者
は
、
法
律
、
合
意
又
は
法
律
関
係
の
特
別
な
性
質
が
禁
じ
て
い
な
い
限
り
、
自
ら
に
帰
属
し
て
い
る
債
権
を
債
務
者
の
同
意
も
要
す
る
こ
と
な
く
、
他
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
106
）
続
け
て
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
四
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
四
条
「
①
債
権
の
譲
渡
は
、
特
別
な
方
式
が
な
く
と
も
、
有
効
で
あ
る
。
②
し
か
し
、
特
に
譲
渡
人
が
破
産
し
て
い
る
と
き
に
は
、
債
権
が
第
三
者
と
の
関
係
で
も
有
効
に
移
転
す
る
た
め
に
は
、
文
書
が
公
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。」
（
107
）
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
四
条
一
項
は
、
最
終
草
案
二
〇
二
条
一
項
と
同
一
の
文
言
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
終
草
案
二
〇
二
条
二
項
の
う
ち
、「
又
は
債
務
証
書
の
引
渡
し
が
（oderderU
ebergabe
derSchuldurkunde
）」
の
部
分
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
四
条
二
項
に
お
い
て
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
両
者
は
、
同
一
の
文
言
で
あ
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
も
、
そ
の
全
草
案
と
同
様
に
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
四
二
349
権
は
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
と
移
転
す
る
と
し
て
い
る
（
108
）。
そ
し
て
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
及
ぶ
た
め
に
は
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
（
109
）。
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
が
、
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
発
生
要
件
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
譲
渡
法
制
で
は
、
無
方
式
の
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
絶
対
効
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
で
は
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
が
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
効
力
発
生
要
件
と
さ
れ
て
お
り
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
そ
れ
自
体
は
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
で
は
な
く
、
ス
イ
ス
債
務
法
は
、
最
終
草
案
と
同
様
、
ド
イ
ツ
法
系
で
も
フ
ラ
ン
ス
法
系
で
も
な
い
独
自
の
立
法
を
採
っ
て
い
る
と
い
え
る
（
110
）。
㈠
一
八
八
三
年
施
行
の
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
に
対
し
て
も
及
ぶ
た
め
に
は
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
が
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
債
務
者
は
、
そ
の
作
成
前
に
譲
渡
人
に
対
し
て
有
効
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
い
て
善
意
で
あ
る
か
否
か
は
、
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
作
成
後
に
債
務
者
が
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
に
つ
い
て
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
七
条
「
譲
渡
人
又
は
債
権
を
取
得
し
た
者
が
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
す
る
前
に
、債
務
者
が
善
意
で
旧
債
権
者
に
対
し
て
支
払
い
、
又
は
こ
の
前
に
債
務
者
が
善
意
で
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
け
る
劣
後
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
っ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
有
効
に
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。」
（
111
）
譲
渡
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
通
知
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
譲
渡
債
権
を
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
取
得
し
た
譲
受
人
が
こ
の
譲
渡
証
書
を
債
務
者
に
呈
示
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
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し
な
い
と
き
は
、
譲
渡
の
証
明
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
へ
の
債
権
譲
渡
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
務
者
の
悪
意
を
生
じ
さ
せ
る
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
、
す
な
わ
ち
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
七
条
の
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
へ
の
譲
渡
通
知
は
、
公
正
証
書
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
譲
渡
証
書
の
呈
示
を
伴
う
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
通
知
を
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
作
成
後
、
譲
渡
人
は
、
債
務
者
に
対
す
る
関
係
で
も
無
権
利
者
と
な
る
と
こ
ろ
、
右
の
場
合
に
お
い
て
、
譲
受
人
が
こ
の
譲
渡
証
書
を
呈
示
し
て
債
務
者
に
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
し
な
い
と
き
は
、
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
あ
り
、
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
を
債
権
者
で
あ
る
と
信
じ
て
譲
渡
人
に
無
効
な
支
払
を
し
て
し
ま
い
、
新
債
権
者
で
あ
る
譲
受
人
に
さ
ら
な
る
支
払
を
強
い
ら
れ
る
。
譲
渡
に
関
与
し
な
い
債
務
者
の
「
譲
渡
の
前
後
で
一
回
の
支
払
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
法
的
地
位
」
が
譲
渡
の
前
後
で
変
化
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
の
債
務
者
の
譲
渡
人
に
対
す
る
支
払
は
、
特
別
に
有
効
と
さ
れ
る
（
111
の
2
）。
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
作
成
後
、
譲
渡
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
譲
渡
に
つ
き
悪
意
で
あ
り
、
も
は
や
譲
渡
人
に
有
効
に
支
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
、
お
よ
び
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
公
正
証
書
で
あ
る
譲
渡
証
書
の
呈
示
を
伴
う
譲
渡
通
知
（
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
七
条
に
お
け
る
債
権
を
取
得
し
た
者
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
）
は
、
譲
渡
の
証
明
方
法
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
通
知
が
両
方
な
け
れ
ば
、
譲
渡
が
あ
っ
た
こ
と
（
譲
受
人
の
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
﹇
資
格
﹈）
が
証
明
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
112
）。
こ
の
二
つ
の
通
知
が
両
方
な
い
と
き
は
、
履
行
請
求
を
し
て
き
た
譲
受
人
が
表
見
譲
受
人
（
無
権
利
者
）
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
は
、
こ
の
履
行
請
求
を
拒
絶
し
て
、
譲
渡
人
に
有
効
に
弁
済
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
ま
た
は
譲
受
人
の
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
呈
示
は
、
譲
受
人
が
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
を
有
す
る
こ
と
の
証
明
方
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
譲
受
人
が
自
ら
に
帰
属
す
る
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
と
い
え
る
。
現
時
点
で
ス
イ
ス
債
務
法
一
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八
七
条
の
立
法
趣
旨
を
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
が
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
四
条
二
項
に
お
い
て
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
譲
受
人
に
こ
の
譲
渡
証
書
に
よ
っ
て
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
を
債
務
者
に
対
し
て
証
明
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
趣
旨
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
113
）。
他
方
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
七
条
の
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
に
も
及
ぶ
た
め
の
要
件
で
は
な
く
（
同
法
一
八
四
条
二
項
を
参
照
）、
譲
受
人
が
自
ら
に
帰
属
す
る
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
た
め
の
要
件
で
あ
り
、
債
務
者
が
真
正
な
債
権
者
に
対
し
て
支
払
う
前
に
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
の
に
役
立
つ
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
（
114
）。
な
お
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
九
一
条
は
、
最
終
草
案
二
〇
九
条
と
は
異
な
り
、
譲
渡
人
に
譲
受
人
に
対
す
る
譲
渡
証
書
の
交
付
義
務
を
課
す
も
の
の
、
そ
の
譲
渡
証
書
に
公
証
を
要
求
し
て
い
な
い
。
一
八
四
条
二
項
と
の
関
係
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
115
）（
116
）。
ス
イ
ス
債
務
法
一
九
一
条
に
よ
れ
ば
、
譲
渡
人
は
、
譲
受
人
に
対
し
て
債
務
証
書
を
引
き
渡
す
義
務
を
負
っ
て
い
る
も
の
の
、
「
簡
素
で
あ
る
債
務
証
書
の
引
渡
し
は
、
第
三
者
に
対
し
て
債
権
の
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
。」
と
さ
れ
る
（
117
）。
債
務
証
書
は
、
偽
造
さ
れ
た
り
、
盗
取
さ
れ
た
り
す
る
危
険
を
有
し
て
お
り
、
債
務
証
書
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
は
、
所
持
人
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
債
務
証
書
は
、
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
（
資
格
）
を
証
明
す
る
方
法
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
譲
渡
人
が
債
務
者
に
対
し
て
譲
渡
を
通
知
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
譲
受
人
が
債
務
証
書
を
呈
示
し
て
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
通
知
し
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
真
に
譲
渡
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
で
あ
り
、
譲
受
人
の
履
行
請
求
を
拒
絶
し
て
、
譲
渡
人
に
有
効
に
弁
済
で
き
る
。
債
務
証
書
を
呈
示
し
て
す
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
は
、
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
を
行
使
す
る
た
め
の
要
件
で
は
な
い
。
債
務
証
書
そ
れ
自
体
が
譲
受
人
の
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
以
上
、
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
に
対
す
る
債
務
証
書
の
引
渡
し
を
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
と
し
て
も
、
債
務
者
が
表
見
譲
受
人
に
対
し
て
無
効
な
弁
済
を
す
る
危
険
は
除
去
さ
れ
ず
、
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こ
う
し
て
、
最
終
草
案
二
〇
二
条
に
お
い
て
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
を
含
む
第
三
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
と
さ
れ
て
い
た
「
債
務
証
書
の
引
渡
し
」
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
四
条
二
項
に
お
い
て
は
、
こ
の
要
件
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
㈡
一
八
八
三
年
施
行
の
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
四
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
譲
渡
契
約
当
事
者
か
ら
み
て
第
三
者
で
あ
る
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
も
及
ぶ
た
め
に
は
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書（
譲
渡
契
約
書
）が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
の
多
重
譲
渡
に
あ
っ
て
は
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
一
番
先
に
作
成
し
た
者
が
、
新
債
権
者
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
は
、
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
で
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
六
条
は
、
こ
の
こ
と
を
規
定
す
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
六
条
「
同
一
の
債
権
が
多
重
に
譲
渡
さ
れ
た
と
き
は
、
早
く
文
書
の
公
証
を
受
け
た
者
が
、
優
先
す
る
。」
（
118
）
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
は
、
譲
渡
人
と
譲
受
人
の
み
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
債
務
者
は
、
こ
の
作
成
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
は
、
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
で
は
な
く
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
六
条
は
、
債
務
者
を
譲
渡
債
権
の
帰
属
に
関
す
る
公
示
機
関
と
し
て
、
債
権
取
引
の
安
全
を
図
る
規
定
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
同
条
の
趣
旨
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
譲
渡
契
約
書
（
譲
渡
証
書
）
の
作
成
が
譲
渡
行
為
（
譲
渡
契
約
）
と
「
時
間
的
に
一
致
し
う
る
」、
ま
た
は
、
譲
渡
行
為
と
連
続
し
て
行
わ
れ
う
る
と
い
う
指
摘
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
119
）。
ス
イ
ス
債
務
法
も
最
終
草
案
と
同
様
に
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
は
同
契
約
締
結
の
み
に
よ
っ
て
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
も
及
び
、
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
け
る
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
は
債
権
譲
渡
契
約
締
結
の
先
後
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
し
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た
い
と
こ
ろ
、
優
先
譲
受
人
に
遅
れ
て
譲
渡
人
と
譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
劣
後
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
と
通
謀
の
う
え
、
優
先
譲
受
人
の
債
権
譲
渡
契
約
書
（
譲
渡
証
書
）
に
お
け
る
同
契
約
締
結
日
（
譲
渡
証
書
の
作
成
日
）
よ
り
も
早
い
日
付
を
譲
渡
契
約
書
に
記
載
し
て
し
ま
い
、
真
の
新
債
権
者
で
あ
る
優
先
譲
受
人
が
譲
渡
債
権
を
取
得
で
き
な
い
（
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
を
奪
わ
れ
る
）
危
険
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ス
イ
ス
債
務
法
は
、
一
八
四
条
二
項
に
お
い
て
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
を
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
が
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
及
ぶ
た
め
の
要
件
と
し
、
一
八
六
条
に
お
い
て
こ
れ
を
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
と
す
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
規
定
し
て
、
第
一
譲
受
人
に
第
一
の
譲
渡
後
に
直
ち
に
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
作
成
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
二
譲
受
人
が
債
権
譲
渡
証
書
に
お
け
る
作
成
日
（
債
権
譲
渡
契
約
書
に
お
け
る
同
契
約
締
結
日
）（
確
定
日
付
）
を
第
一
の
そ
れ
よ
り
も
早
く
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
第
一
譲
受
人
の
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
は
、
害
さ
れ
な
い
。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
四
条
二
項
お
よ
び
同
法
一
八
六
条
は
、
債
権
の
多
重
譲
渡
に
お
い
て
債
権
譲
渡
契
約
の
締
結
の
先
後
で
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
を
決
す
る
、
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
つ
い
て
、
第
二
譲
受
人
が
第
二
の
債
権
譲
渡
契
約
書
の
同
契
約
締
結
日
を
第
一
の
そ
れ
よ
り
も
早
い
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
先
譲
受
人
で
あ
る
第
一
譲
受
人
の
新
債
権
者
と
し
て
の
地
位
が
害
さ
れ
る
と
い
う
問
題
点
を
克
服
す
る
た
め
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
を
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
発
生
と
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
続
い
て
、
ス
イ
ス
債
務
法
は
、
前
掲
の
同
法
一
八
七
条
に
お
い
て
、
譲
渡
人
ま
た
は
優
先
譲
受
人
が
譲
渡
に
つ
い
て
債
務
者
に
通
知
す
る
前
に
債
務
者
が
優
先
す
る
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
劣
後
譲
受
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
例
外
的
に
有
効
で
あ
る
と
す
る
。
最
初
に
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
作
成
し
た
第
一
譲
受
人
が
こ
れ
を
債
務
者
に
呈
示
す
る
前
に
、
劣
後
譲
受
人
が
自
ら
の
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
を
債
務
者
に
呈
示
し
、
履
行
を
請
求
し
た
と
き
は
、
第
一
の
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
は
、
劣
後
譲
受
人
を
新
債
権
者
と
誤
信
し
て
無
効
な
弁
済
を
し
て
し
ま
う
（
120
）。
有
効
な
第
一
の
譲
渡
前
に
は
譲
渡
人
（
原
債
権
者
）
に
対
す
る
一
回
の
弁
済
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
債
務
者
の
地
位
が
第
一
の
譲
渡
後
に
二
回
の
弁
済
で
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
地
位
と
344
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
四
七
な
り
、
譲
渡
に
関
与
し
な
い
債
務
者
が
譲
渡
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
債
務
者
が
第
一
の
（
有
効
な
）
譲
渡
に
つ
き
善
意
で
劣
後
譲
受
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
、
特
別
に
有
効
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
日
（
債
権
譲
渡
契
約
締
結
日
）（
確
定
日
付
）
が
同
日
で
あ
り
、
そ
の
日
付
だ
け
で
は
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
の
先
後
（
複
数
譲
受
人
間
の
優
劣
）
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
複
数
譲
受
人
間
で
譲
渡
債
権
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
あ
る
と
き
は
、
自
ら
が
支
払
を
し
た
譲
受
人
が
新
債
権
者
で
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
ず
、
劣
後
譲
受
人
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
債
務
者
は
、
ど
の
譲
受
人
に
対
し
て
も
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
債
務
者
は
、
履
行
遅
滞
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
と
き
に
債
務
者
か
ら
二
重
弁
済
と
履
行
遅
滞
の
危
険
を
除
去
す
る
た
め
、
ス
イ
ス
債
務
法
は
、
債
務
者
に
複
数
譲
受
人
か
ら
の
履
行
請
求
に
対
す
る
拒
絶
権
や
供
託
権
を
認
め
て
い
る
（
同
法
一
八
八
条
一
項
前
段
）。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
八
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
八
条
「
①
誰
に
債
権
が
帰
属
し
て
い
る
の
か
が
争
わ
れ
て
い
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
支
払
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
裁
判
所
に
供
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
争
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
払
を
し
た
債
務
者
は
、
そ
の
危
険
を
負
担
す
る
。
②
前
項
の
争
い
が
訴
訟
係
属
し
て
お
り
、
か
つ
、
債
務
の
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
各
訴
訟
当
事
者
は
、
債
務
者
に
対
し
て
供
託
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
121
）
な
お
、
最
終
草
案
二
〇
六
条
一
項
の
「
債
務
額
を
裁
判
所
に
供
託
す
る
こ
と
に
よ
り
（durch
gerichtliche
H
interlegung
der
Schuldsum
m
e
）」
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
八
条
に
お
い
て
は
、「
裁
判
所
に
供
託
す
る
こ
と
に
よ
り
」
と
さ
れ
、
傍
線
部
分
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
債
務
草
案
一
八
八
条
二
項
の
「
か
つ
、
債
務
の
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
（und
die
Schuld
fällig
）」
は
、
最
終
草
案
二
〇
六
条
二
項
に
は
な
か
っ
た
文
言
で
あ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
四
八
343
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
参
照
し
た
ス
イ
ス
債
務
法
の
規
定
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
同
法
一
八
五
条
で
あ
る
。
同
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
五
条
「
法
律
又
は
裁
判
所
の
判
決
が
債
権
が
他
の
者
に
移
転
す
る
と
し
て
い
る
と
き
は
、
債
権
の
移
転
は
、
特
別
な
方
式
又
は
旧
債
権
者
に
よ
る
単
な
る
意
思
表
示
が
な
く
て
も
、
第
三
者
に
対
し
て
効
力
を
有
す
る
。」
（
122
）
三
残
さ
れ
た
研
究
課
題
二
に
お
い
て
み
て
き
た
よ
う
に
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
い
て
、
第
一
草
案
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
も
の
の
、
暫
定
草
案
か
ら
第
三
草
案
ま
で
は
、
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
最
終
草
案
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
を
公
正
証
書
に
よ
る
債
権
譲
渡
契
約
書
（
譲
渡
証
書
）
の
作
成
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
と
も
ド
イ
ツ
法
系
と
も
異
な
る
独
自
の
立
法
を
採
用
し
、
こ
の
立
法
が
、
ス
イ
ス
債
務
法
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
ス
イ
ス
債
務
法
の
立
法
過
程
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
（
今
後
の
研
究
課
題
）
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
の
う
ち
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
つ
き
第
一
草
案
が
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
対
抗
要
件
主
義
を
採
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
草
案
が
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
る
暫
定
草
案
の
立
法
に
戻
り
、
第
二
草
案
や
第
三
草
案
も
ド
イ
ツ
法
系
の
立
法
を
維
持
し
た
理
由
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
民
法
典
四
六
七
条
の
趣
旨
の
理
解
と
解
釈
論
に
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
の
う
ち
最
終
草
案
と
ス
イ
ス
債
務
法
が
、
債
権
譲
渡
契
約
の
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
342
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
四
九
者
に
対
す
る
効
力
発
生
要
件
を
公
正
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
の
作
成
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
そ
の
立
法
理
由
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
の
起
草
時
に
ス
イ
ス
債
務
法
を
参
照
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
精
査
は
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
ひ
い
て
は
日
本
民
法
典
四
六
七
条
に
対
す
る
理
解
を
深
化
さ
せ
、
日
本
民
法
典
四
六
七
条
の
解
釈
論
に
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本
民
法
典
が
債
権
関
係
に
つ
い
て
も
大
改
正
さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
や
ド
イ
ツ
法
系
の
債
権
譲
渡
法
制
と
は
異
な
る
ス
イ
ス
債
務
法
の
そ
れ
は
、
日
本
民
法
典
の
債
権
譲
渡
法
制
の
未
来
像
を
描
く
際
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
研
究
課
題
を
中
心
と
し
て
、
ス
イ
ス
債
務
法
の
立
法
過
程
と
立
法
趣
旨
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
【
付
記
】
本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
の
研
究
助
成
（
二
〇
一
九
年
度
、
法
律
分
野
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
1
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
一
九
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
122
／
189
）
お
よ
び
一
三
七
丁
裏
 
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）
を
参
照
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
三
二
八
丁
（
コ
マ
番
号
は
333
／
627
お
よ
び
334
／
627
）
も
参
照
。
な
お
、
甲
号
議
案
が
旧
民
法
の
各
規
定
の
修
正
原
案
（
修
正
本
案
）
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
」
松
山
大
学
論
集
三
〇
巻
五
 
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
五
一
四
 
五
一
五
頁
の
注
（
2
）
を
参
照
。
（
2
）
修
正
原
案
が
定
ま
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
法
典
調
査
規
程
（
一
八
九
三
﹇
明
治
二
六
﹈
年
四
月
二
七
日
内
閣
総
理
大
臣
制
定
）
第
一
条
「
法
典
ノ
修
正
ハ
単
独
起
草
合
議
定
案
ノ
方
法
ニ
依
ル
」
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
』﹇
日
本
学
術
振
興
会
版
﹈
一
巻
三
丁
表
﹇
コ
マ
番
号
は
7
／
291
﹈
を
参
照
。
な
お
、
広
中
俊
雄
「
日
本
民
法
典
編
纂
史
と
そ
の
資
料
―
旧
民
法
公
布
以
後
に
つ
い
て
の
概
観
―
」
民
法
研
究
一
号
﹇
一
九
九
六
年
﹈
一
四
一
 
一
四
四
頁
ま
で
の
「
日
本
民
法
典
編
纂
史
略
年
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
五
〇
341
表
」
の
う
ち
、
一
四
二
頁
部
分
も
参
照
さ
れ
た
い
。）。
星
野
通
博
士
は
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
き
、「
穂
積
、
富
井
、
梅
三
起
草
委
員
は
各
章
或
は
各
節
を
分
担
し
て
単
独
的
に
草
案
を
起
草
し
、
し
か
る
後
共
同
合
議
し
て
修
正
原
案
を
作
つ
た
の
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
（
星
野
通
『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』﹇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
四
三
年
﹈
一
六
九
頁
を
参
照
）。
（
3
）
梅
起
草
委
員
が
甲
号
議
案
四
七
〇
条
を
単
独
起
草
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
古
屋
・
前
掲
注
（
1
）
五
一
四
頁
の
注
（
4
）
を
参
照
。
（
4
）
本
稿
は
、
文
献
の
表
題
や
引
用
に
お
け
る
表
記
に
つ
い
て
、
新
字
体
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
（
5
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）
を
参
照
。
（
6
）
旧
民
法
財
産
編
三
四
七
条
一
項
の
「
記
名
証
券
」
が
本
来
は
「
記
名
債
権
」
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
眞
ほ
か
編
著
（
前
田
達
明
監
修
）『
史
料
債
権
総
則
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
四
一
一
頁
の
注
（
1
）
を
参
照
。
ま
た
、
前
田
達
明
『
口
述
債
権
総
論
』（
第
三
版
）（
成
文
堂
、
一
九
九
三
年
）
三
九
七
頁
も
参
照
。
（
7
）
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』（
増
補
第
二
版
）（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
一
四
 
一
七
頁
を
参
照
。
（
8
）
本
稿
で
の
「
債
権
」
は
、
二
〇
一
七
年
改
正
後
の
民
法
に
お
け
る
「
債
権
」、
す
な
わ
ち
二
〇
一
七
年
改
正
前
の
指
名
債
権
を
指
し
て
い
る
。
（
9
）
以
上
に
つ
き
、
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
三
債
権
編
』（
第
三
五
版
）（
有
斐
閣
、
一
九
一
六
年
）（
岡
孝
編
﹇
法
政
大
学
図
書
館
、
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
記
念
現
代
法
研
究
所
監
修
﹈『
梅
謙
次
郎
著
作
全
集
Ｃ
Ｄ
版
』﹇
丸
善
、
二
〇
〇
三
年
﹈
所
収
﹇
Ｉ
Ｄ
1145
番
﹈）
二
〇
八
 
二
一
〇
頁
を
参
照
。
（
10
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）、
同
所
収
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
三
二
八
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
334
／
627
）
を
参
照
。
（
11
）
梅
謙
次
郎
「
我
新
民
法
ト
外
国
ノ
民
法
（
続
）」
法
典
質
疑
録
九
号
（
一
八
九
六
年
）（
岡
・
前
掲
注
（
9
）
所
収
﹇
Ｉ
Ｄ
0278
番
﹈）
七
七
九
 
七
八
〇
頁
。
（
12
）
梅
・
前
掲
注
（
11
）
七
八
〇
頁
。
（
13
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
二
二
巻
一
三
八
丁
表
（
コ
マ
番
号
は
141
／
189
）、
同
所
収
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
学
術
振
興
会
版
）
三
二
八
丁
裏
（
コ
マ
番
号
は
334
／
627
）
を
参
照
。
（
13
の
2
）
池
田
真
朗
編
著
『
民
法V
isualM
aterials
』（
第
二
版
）（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
七
頁
﹇
池
田
真
朗
執
筆
﹈。
（
13
の
3
）
た
だ
し
、
甲
号
議
案
四
七
〇
条
は
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
三
月
一
九
日
に
事
前
に
法
典
調
査
会
委
員
に
「
配
付
」
さ
れ
て
お
り
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収
『
民
法
第
一
議
案
』﹇
日
本
学
術
振
興
会
版
﹈
三
二
八
丁
表
﹇
コ
マ
番
号
は
333
／
627
﹈）、
正
確
に
は
、
340
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
五
一
同
年
三
月
一
九
日
ま
で
に
三
起
草
委
員
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
（
14
）
梅
謙
次
郎
「
我
新
民
法
ト
外
国
ノ
民
法
」
法
典
質
疑
録
八
号
（
一
八
九
六
年
）（
岡
・
前
掲
注
（
9
）
所
収
﹇
Ｉ
Ｄ
0277
番
﹈）
六
七
三
頁
を
参
照
。
（
15
）
渡
邉
拓
「
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
け
る
性
質
保
証
責
任
論
の
系
譜
（
一
）」
法
政
研
究
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
年
）
八
八
頁
、
小
野
秀
誠
「
ス
イ
ス
債
務
法
（SO
R
）
と
ス
イ
ス
民
法
（ZG
B
）（
1
）」
獨
協
法
学
一
〇
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
四
一
頁
お
よ
び
小
沢
奈
々
『
大
正
期
日
本
法
学
と
ス
イ
ス
法
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
四
頁
を
参
照
。
本
稿
で
い
う
「
ス
イ
ス
債
務
法
」
も
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
一
八
八
一
年
公
布
、
一
八
八
三
年
施
行
の
そ
れ
を
指
し
て
い
る
。
（
16
）
梅
・
前
掲
注
（
14
）
六
七
三
頁
を
参
照
。
（
17
）
梅
・
前
掲
注
（
14
）
六
七
四
頁
。
（
18
）
ス
イ
ス
債
務
法
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
五
 
八
八
頁
を
参
照
。
（
19
）V
gl.U
rs
Fasel,
H
andels-und
obligationenrechtliche
M
aterialien,
V
erlag
PaulH
aupt,
2000,
S.X
V
.
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
六
頁
も
参
照
。
（
20
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.535.
な
お
、
本
条
の
訳
文
の
う
ち
「
譲
渡
す
る
」
に
対
応
す
る
語
は
、übertragen
で
あ
る
。
（
21
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.520.
な
お
、
ス
イ
ス
債
務
法
草
案
の
条
文
に
は
、
項
番
号
は
、
付
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
に
お
け
る
①
や
②
と
い
っ
た
項
番
号
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
22
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.542ff.
（
23
）
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
理
由
書
は
、
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
債
権
譲
渡
契
約
の
絶
対
効
を
「
債
権
の
特
定
承
継
原
則
」
と
よ
ん
だ
（V
gl.M
otive
zu
dem
Entw
urfe
eines
Bürgerlichen
G
esetzbuches
für
das
D
eutsche
Reich.
Band
II.
Recht
der
Schuldverhältnisse.
A
m
tliche
A
usgabe.
V
erlag
von
J.G
uttentag,
1888,
S.118f.
）。
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
は
、
三
九
八
条
が
、
こ
の
原
則
を
宣
言
す
る
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
同
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
法
三
九
八
条
「
債
権
は
、
債
権
者
と
他
の
者
と
の
契
約
に
よ
っ
て
、
債
権
者
か
ら
そ
の
者
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
債
権
譲
渡
）。
新
債
権
者
は
、
そ
の
契
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
旧
債
権
者
と
交
代
す
る
。」
ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
債
権
の
特
定
承
継
原
則
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
著
『
ド
イ
ツ
債
権
譲
渡
制
度
の
研
究
』（
嵯
峨
野
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
一
三
 
三
九
頁
を
参
照
。
（
24
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.536.
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
五
二
339
（
25
）
ド
イ
ツ
民
法
四
〇
七
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
古
屋
・
前
掲
注
（
23
）
三
四
頁
）。
ド
イ
ツ
民
法
四
〇
七
条
「
①
新
債
権
者
は
、
債
務
者
が
債
権
の
譲
渡
後
に
旧
債
権
者
に
対
し
て
な
し
た
給
付
、
及
び
債
権
の
譲
渡
後
に
債
務
者
と
旧
債
権
者
と
の
間
で
そ
の
債
権
に
関
し
て
な
さ
れ
た
各
法
律
行
為
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
債
務
者
が
給
付
又
は
法
律
行
為
を
な
し
た
時
に
債
権
譲
渡
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
②
債
権
の
譲
渡
後
に
債
務
者
と
旧
債
権
者
と
の
間
で
係
属
し
た
訴
訟
に
お
い
て
、
そ
の
債
権
に
関
す
る
確
定
判
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
新
債
権
者
は
、
そ
の
判
決
の
効
力
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
訴
訟
係
属
が
生
じ
た
時
に
債
務
者
が
債
権
譲
渡
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」
（
26
）
Ｆ
・
ヴ
ィ
ー
ア
ッ
カ
ー
（
鈴
木
禄
弥
訳
）『
近
世
私
法
史
』（
創
文
社
、
一
九
六
一
年
）
五
九
四
頁
、
お
よ
び
小
野
・
前
掲
注
（
15
）
七
二
頁
を
参
照
。
（
27
）
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
二
二
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（D
resdener
Entw
urf
eines
allgem
einen
deutschen
G
esetzes
über
Schuldverhältnisse
von
1866,
herausgegeben
von
Bernhard
Francke
﹇N
eudrucke
privatrechtlicher
K
odifikationen
und
Entw
ürfe
des
19.
Jahrhunderts,
Band
2,
Scientia
V
erlag
A
alen,
1973.
﹈,S.65.
）（
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
に
は
項
番
号
は
、
付
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
の
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
の
規
定
に
お
け
る
項
番
号
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。）。
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
二
二
条
「
①
債
権
者
は
、
法
律
行
為
に
よ
っ
て
債
務
者
の
同
意
な
く
し
て
そ
の
債
権
を
他
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
債
権
譲
渡
）。
②
譲
渡
人
は
、
債
権
の
譲
渡
に
よ
っ
て
債
権
者
の
地
位
を
失
い
、
そ
の
債
権
の
取
得
者
が
、
そ
の
債
権
に
つ
い
て
新
債
権
者
と
な
る
。」
（
28
）
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
一
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（D
resdenerEntw
urf,
a.a.O
.
﹇Fn.27
﹈,S.67.
）。
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
一
条
「
①
有
効
に
生
じ
た
債
権
の
譲
渡
の
後
に
譲
渡
人
に
対
し
て
支
払
っ
た
債
務
者
は
、
そ
の
支
払
の
時
に
未
だ
債
権
の
譲
渡
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
確
知
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
に
限
り
、
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
②
債
務
者
が
第
三
三
二
条
第
一
項
の
規
定
又
は
債
権
の
取
得
者
に
よ
っ
て
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
た
と
き
は
特
に
、
債
務
者
の
債
権
の
譲
渡
に
対
す
る
確
知
が
、
推
定
さ
れ
る
。」
な
お
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
二
条
は
、
右
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（D
resdenerEntw
urf,
a.a.O
.
﹇Fn.27
﹈,S.67.
）。
338
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
五
三
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
第
三
三
二
条
「
①
債
務
者
及
び
債
権
を
保
証
し
て
い
る
者
は
、
法
律
上
の
方
法
又
は
債
権
を
譲
渡
し
た
債
権
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
譲
渡
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
債
権
の
取
得
者
に
対
し
て
、
債
権
の
譲
渡
を
証
明
す
る
よ
う
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
債
権
の
取
得
者
が
証
書
に
よ
っ
て
債
権
の
譲
渡
を
証
明
す
る
と
き
は
、
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
法
律
行
為
を
そ
の
証
書
に
記
載
す
る
こ
と
は
、
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
譲
渡
行
為
か
ら
生
ず
る
債
権
の
移
転
に
対
す
る
抗
弁
を
行
使
す
る
か
ど
う
か
は
、
債
務
者
の
自
由
で
あ
る
。」
（
29
）
な
お
、
古
屋
・
前
掲
注
（
23
）
二
八
 
二
九
頁
も
参
照
。
（
30
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.536.
（
31
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.536.
（
32
）
前
掲
注
（
28
）
を
参
照
。
（
32
の
2
）
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
二
八
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（D
resdenerEntw
urf,
a.a.O
.
﹇Fn.27
﹈,S.66.
）。
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
二
八
条
「
譲
渡
人
は
、
債
権
の
取
得
者
に
対
し
て
、
債
権
の
行
使
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
債
権
に
関
す
る
証
明
方
法
を
示
し
、
譲
渡
人
が
有
す
る
限
り
に
お
い
て
債
権
の
証
明
に
供
す
る
証
書
、
特
に
債
務
証
書
を
引
き
渡
し
、
か
つ
、
債
権
が
取
得
者
に
移
転
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
証
書
を
交
付
す
る
義
務
を
負
う
。」
（
33
）
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
三
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（D
resdenerEntw
urf,
a.a.O
.
﹇Fn.27
﹈,S.67.
）。
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
三
条
「
①
債
務
者
は
、
債
権
の
取
得
者
に
対
す
る
債
権
の
譲
渡
に
関
し
て
通
知
を
受
け
ず
、
又
は
、
譲
渡
の
証
明
を
受
け
な
い
限
り
に
お
い
て
、
債
権
の
取
得
者
か
ら
の
催
告
に
よ
っ
て
、
履
行
遅
滞
と
は
な
ら
な
い
。
債
務
者
は
、
支
払
を
し
な
く
て
も
よ
く
、
裁
判
所
に
供
託
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
②
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
通
知
又
は
証
明
が
あ
っ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
債
権
の
取
得
者
に
対
し
て
支
払
う
義
務
を
負
い
、
そ
の
支
払
に
よ
っ
て
債
務
を
免
れ
る
。
た
だ
し
、
譲
渡
人
が
支
払
の
前
に
債
権
の
譲
渡
を
取
り
消
し
、
か
つ
、
債
務
者
が
譲
渡
人
又
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
こ
の
取
消
し
を
知
ら
さ
れ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
三
条
の
「
通
知
」
は
、
同
草
案
三
三
二
条
一
項
の
法
律
上
の
方
法
ま
た
は
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
を
指
す
（
前
掲
注
（
28
）
を
参
照
）。
ま
た
、「
証
明
」
は
、
同
草
案
三
三
二
条
の
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
の
証
明
を
意
味
す
る
。
（
34
）
譲
渡
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
通
知
も
な
く
、
譲
受
人
に
よ
る
債
務
者
に
対
す
る
譲
渡
の
証
明
も
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
一
条
二
項
の
確
知
の
推
定
は
、
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
条
一
項
に
よ
り
、
債
務
者
が
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
は
、
仮
に
譲
受
人
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
五
四
337
が
真
正
な
譲
受
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
債
務
を
免
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
（
35
）
前
掲
注
（
19
）
のU
rs
Fasel
の
文
献
に
お
い
て
は
、
暫
定
草
案
の
条
文
の
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
36
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.536.
（
37
）
前
掲
注
（
35
）
を
参
照
。
（
38
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.537.
（
39
）
ド
イ
ツ
民
法
は
、
債
務
法
部
分
草
案
か
ら
第
三
草
案
ま
で
の
全
草
案
に
お
い
て
一
貫
し
て
債
権
の
特
定
承
継
原
則
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
古
屋
・
前
掲
注
（
23
）
一
六
 
二
八
頁
を
参
照
。
（
40
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
六
頁
を
参
照
。
（
41
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
六
頁
を
参
照
。
（
42
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.578.
（
43
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.579.
（
44
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.579.
（
45
）
暫
定
草
案
と
同
様
、
前
掲
注
（
19
）
のU
rs
Fasel
の
文
献
に
お
い
て
は
、
第
一
草
案
の
条
文
の
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
46
）
古
屋
・
前
掲
注
（
23
）
二
四
 
二
五
頁
を
参
照
。
（
47
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.579.
（
48
）
第
一
草
案
一
七
五
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（U
rs
Fasel,
a.a.O
.
﹇Fn.19
﹈,S.580.
）。
第
一
草
案
一
七
五
条
「
譲
渡
人
は
、
債
権
の
取
得
者
に
対
し
て
、
債
権
の
行
使
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
債
権
の
証
明
方
法
を
示
し
て
こ
れ
を
引
き
渡
し
、
か
つ
、
請
求
に
基
づ
い
て
債
権
の
譲
渡
に
関
す
る
証
書
を
交
付
す
る
義
務
を
負
う
。」
（
49
）
第
一
草
案
一
七
二
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（U
rs
Fasel,
a.a.O
.
﹇Fn.19
﹈,S.579.
）。
第
一
草
案
一
七
二
条
「
①
債
権
が
誰
に
帰
属
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
法
律
上
の
争
い
が
生
じ
て
お
り
、
債
務
者
が
こ
の
争
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
支
払
を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
裁
判
所
に
債
務
額
を
供
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遅
滞
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
債
務
者
が
前
項
の
規
定
に
反
し
て
法
律
上
の
争
い
の
あ
る
当
事
者
の
一
方
に
対
し
て
支
払
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
支
払
を
受
領
し
た
者
が
こ
336
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
五
五
の
争
い
に
敗
れ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
再
度
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
債
務
者
は
、
そ
の
受
領
者
に
対
し
て
返
還
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
50
）
前
掲
注
（
45
）
を
参
照
。
（
51
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
六
頁
を
参
照
。
（
52
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
六
 
八
七
頁
を
参
照
。
（
53
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.723.
（
54
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.724.
（
55
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.724.
（
56
）
前
掲
注
（
19
）
のU
rs
Fasel
の
文
献
に
お
い
て
は
、
第
二
草
案
の
条
文
の
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
56
の
2
）
前
掲
注
（
56
）
を
参
照
。
（
57
）
第
二
草
案
一
六
四
条
は
、
第
一
草
案
一
七
五
条
と
同
一
の
文
言
の
規
定
で
あ
る
（U
rs
Fasel,a.a.O
.
﹇Fn.19
﹈,S.725.
）。
第
一
草
案
一
七
五
条
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
48
）
を
参
照
。
（
58
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.724.
（
58
の
2
）
前
掲
注
（
56
）
を
参
照
。
（
58
の
3
）
債
務
者
が
複
数
譲
受
人
間
の
債
権
の
帰
属
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
複
数
譲
受
人
の
う
ち
、
先
に
譲
渡
に
つ
い
て
証
明
し
て
履
行
請
求
を
し
た
一
名
に
弁
済
し
た
と
き
は
、
後
に
弁
済
を
受
領
し
た
譲
受
人
が
劣
後
譲
受
人
で
あ
る
と
い
う
証
明
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
債
務
者
が
そ
の
劣
後
譲
受
人
へ
の
弁
済
の
時
点
で
優
先
す
る
譲
渡
に
つ
い
て
善
意
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
債
務
者
は
、
優
先
譲
受
人
に
さ
ら
な
る
弁
済
を
強
い
ら
れ
な
い
（
第
二
草
案
一
六
〇
条
二
項
）。
し
た
が
っ
て
、
第
二
草
案
一
六
一
条
一
項
も
、
債
務
者
に
こ
の
劣
後
譲
受
人
に
対
す
る
支
払
の
拒
絶
を
求
め
て
い
な
い
。
（
58
の
4
）
第
二
草
案
一
六
一
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（U
rs
Fasel,
a.a.O
.
﹇Fn.19
﹈,S.724.
）。
第
二
草
案
一
六
一
条
「
①
債
権
が
誰
に
帰
属
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
法
律
上
の
争
い
が
生
じ
て
お
り
、
債
務
者
が
こ
の
争
い
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
と
き
は
、
債
務
者
は
、
こ
の
争
い
の
両
当
事
者
に
対
し
て
支
払
を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
裁
判
所
に
債
務
額
を
供
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遅
滞
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
債
務
者
が
前
項
の
規
定
に
反
し
て
法
律
上
の
争
い
の
当
事
者
の
一
方
に
対
し
て
支
払
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
支
払
を
受
領
し
た
者
が
こ
の
争
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
五
六
335
い
に
敗
れ
た
と
き
は
、
債
務
者
は
、
再
度
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
債
務
者
は
、
受
領
者
に
対
し
て
返
還
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（
59
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
七
頁
を
参
照
。
（
60
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
七
頁
を
参
照
。
（
61
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.891.
（
62
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.891.
（
63
）
前
掲
注
（
35
）、
前
掲
注
（
45
）
お
よ
び
前
掲
注
（
56
）
を
参
照
。
（
64
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.891.
（
65
）
前
掲
注
（
19
）
のU
rs
Fasel
の
文
献
に
お
い
て
は
、
第
三
草
案
の
条
文
の
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
（
66
）
第
三
草
案
一
六
四
条
が
、
譲
渡
人
に
対
し
て
譲
受
人
に
対
す
る
譲
渡
証
書
交
付
義
務
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
同
条
は
、
第
一
草
案
一
七
五
条
お
よ
び
第
二
草
案
一
六
四
条
と
同
一
の
文
言
の
規
定
で
あ
る
。
第
一
草
案
一
七
五
条
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
48
）
を
参
照
。
（
67
）
前
掲
注
（
65
）
を
参
照
。
（
68
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.891.
（
69
）
前
掲
注
（
65
）
を
参
照
。
（
70
）
第
三
草
案
一
六
〇
条
二
項
は
、
第
二
草
案
一
六
〇
条
二
項
と
同
一
の
文
言
で
あ
る
。
（
71
）
第
三
草
案
一
六
一
条
は
、
第
二
草
案
一
六
一
条
と
同
一
の
文
言
で
あ
る
（U
rs
Fasel,
a.a.O
.
﹇Fn.19
﹈,S.724
und
S.891f.
）。
（
72
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
七
頁
お
よ
び
一
〇
一
頁
の
注
（
15
）
を
参
照
。
（
73
）Bluntschli
が
一
八
五
六
年
施
行
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
の
起
草
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小
野
・
前
掲
注
（
15
）
六
八
頁
も
参
照
。
（
73
の
2
）
こ
の
連
邦
内
閣
報
告
書
の
正
式
名
称
は
、「
ス
イ
ス
債
務
法
及
び
商
法
の
法
律
の
草
案
に
関
す
る
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た
連
邦
内
閣
の
報
告
書
」
で
あ
る
（U
rs
Fasel,
a.a.O
.
﹇Fn.19
﹈,S.1205.
）。
こ
の
連
邦
内
閣
の
報
告
書
に
は
「
草
案
に
お
け
る
個
々
の
規
定
の
討
議
（Erörterung
einzelner
Bestim
m
ungen
des
Entw
urfes
）」
と
題
す
る
箇
所
が
あ
り
、
第
三
草
案
の
規
定
の
特
徴
が
、
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
に
関
す
る
規
定
に
限
っ
て
い
え
ば
、
立
法
趣
旨
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。）。
（
74
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
七
頁
を
参
照
。
（
75
）V
gl.U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1051.
（
76
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
七
頁
を
参
照
。
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日
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五
七
（
77
）
こ
の
草
案
に
つ
い
て
は
、「
ベ
ル
ン
の
印
刷
業
者
で
あ
るR.F.H
aller-
G
oldschach
に
よ
る
出
版
。
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
で
も
出
版
さ
れ
た
。」
と
の
記
述
が
あ
る
（U
rs
Fasel,
a.a.O
.
﹇Fn.19
﹈,S.1051.
）。
（
78
）
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
一
〇
一
頁
。
（
79
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1081.
な
お
、
第
三
草
案
総
則
第
六
章
の
タ
イ
ト
ル
は
、A
btretung
von
Forderungen
と
い
う
表
記
で
あ
っ
た
（V
gl.U
rs
Fasel,
a.a.O
.
﹇Fn.19
﹈,S.891.
）。
（
80
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1081.
（
81
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1081.
（
82
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1232.
（
83
）Privatrechtliche
G
esetzbuch
für
den
K
anton
Zürich.
M
it
Erläuterungen
herausgegeben
von
D
r.Bluntschli,
Redaktor
des
G
esetzes.
D
ritter
Band.
Forderungen
und
Schluden.
D
as
zürcherische
O
bligationenrechtm
itErläuterungen
herausgegeben
von
D
r.Bluntschli,
Redaktor
des
G
esetzes.1855.
Zürich,
D
ruck
und
V
erlag
von
Fr.Schultheß.S.86.
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
一
〇
二
五
条
お
よ
び
同
一
〇
二
六
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
の
条
文
に
も
、
条
文
見
出
し
は
な
い
。）。
な
お
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
の
債
権
譲
渡
規
定
は
、
第
三
編
「
債
権
及
び
債
務
」
第
一
章
「
契
約
一
般
に
つ
い
て
（V
on
den
V
erträgen
im
A
llgem
einen
）」
第
五
節
「
債
権
の
移
転
（U
ebertragung
derForderungen
）」
に
置
か
れ
て
い
る
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
一
〇
二
五
条
「
債
権
者
は
、
債
務
者
の
同
意
も
な
く
し
て
、
自
ら
の
債
権
を
他
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
一
〇
二
六
条
「
債
権
を
移
転
す
る
た
め
に
、
特
定
の
方
式
は
、
不
要
で
あ
る
。
債
権
の
移
転
は
、
債
権
を
移
転
す
る
旨
の
譲
渡
人
に
よ
る
意
思
表
示
及
び
譲
受
人
が
こ
の
移
転
に
同
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
力
を
生
ず
る
。」
同
頁
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
一
〇
二
六
条
の
注
釈
に
は
、「
債
権
の
移
転
（
債
権
の
譲
渡
﹇Cession
﹈）
は
、
債
権
を
譲
渡
す
る
旧
債
権
者
と
債
権
を
取
得
す
る
新
債
権
者
と
の
間
の
契
約
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。」
と
あ
る
。
（
83
の
2
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1232.
（
84
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1082.
（
85
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1232.
（
86
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1081.
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
五
八
333
（
87
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1233.
（
88
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1233.
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
一
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
神
戸
大
学
外
国
法
研
究
会
編
『
現
代
外
国
法
典
叢
書
（
17
）
仏
蘭
西
民
法
〔
Ⅳ
〕
財
産
取
得
法
（
3
）』﹇
復
刊
版
﹈﹇
有
斐
閣
、
一
九
五
六
年
﹈
一
〇
七
頁
）。
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
六
九
一
条
「
譲
渡
人
又
は
譲
受
人
ガ
移
転
ヲ
債
務
者
ニ
通
知
ス
ル
迄
ニ
債
務
者
ガ
譲
渡
人
ニ
支
払
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
債
務
者
ハ
之
ニ
依
リ
有
効
ニ
免
責
ス
。」
（
89
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1233.
（
90
）Privatrechtliche
G
esetzbuch
fürden
K
anton
Zürich,
a.a.O
.
（Fn.83
）,S.90.
（
91
）Privatrechtliche
G
esetzbuch
fürden
K
anton
Zürich,
a.a.O
.
（Fn.83
）,S.91.
（
92
）Privatrechtliche
G
esetzbuch
fürden
K
anton
Zürich,
a.a.O
.
（Fn.83
）,S.91.
（
93
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1234.
な
お
、
一
八
七
一
年
の
草
案
は
、
第
一
草
案
（
フ
ラ
ン
ス
法
系
）
の
こ
と
で
あ
り
、
一
八
七
五
年
の
草
案
と
は
、
第
二
草
案
（
ド
イ
ツ
法
系
）
で
あ
っ
て
、
一
八
七
七
年
の
草
案
は
、
第
三
草
案
（
ド
イ
ツ
法
系
）
の
こ
と
で
あ
る
。
（
94
）
た
だ
し
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
か
ら
交
付
さ
れ
た
債
務
証
書
を
債
務
者
に
対
し
て
呈
示
す
る
こ
と
が
債
権
の
譲
渡
（
新
債
権
者
と
し
て
地
位
）
を
十
分
に
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
債
務
者
が
呈
示
さ
れ
た
債
務
証
書
は
盗
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
債
務
証
書
は
、
譲
受
人
が
真
正
な
債
権
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
十
分
な
証
明
方
法
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
95
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1081.
（
96
）
連
邦
内
閣
の
報
告
書
に
も
、
同
じ
記
述
が
あ
る
（V
gl.U
rs
Fasel,
a.a.O
.
﹇Fn.19,
S.1233.
）。
（
97
）V
gl.U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1234.
連
邦
内
閣
の
報
告
書
は
同
頁
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
最
終
草
案
の
立
法
は
一
八
七
八
年
に
拡
大
専
門
委
員
会
に
新
し
く
加
わ
っ
た
委
員
が
提
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
徹
底
的
な
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
一
八
七
八
年
に
拡
大
専
門
委
員
会
の
新
委
員
と
な
っ
た
者
の
中
に
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
私
法
典
の
起
草
者
で
あ
るBluntschli
も
、
含
ま
れ
て
い
る
（
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
七
頁
お
よ
び
一
〇
一
頁
の
注
（
15
）
を
参
照
）。
（
98
）Privatrechtliche
G
esetzbuch
fürden
K
anton
Zürich,
a.a.O
.
（Fn.83
）,S.91.
（
99
）
起
草
者Bluntschli
自
身
も
、
注
釈
の
中
で
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
（V
gl.Privatrechtliche
G
esetzbuch
für
den
K
anton
Zürich,
a.a.O
.
﹇Fn.83
﹈,S.91.
）。
（
100
）V
gl.U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1233.
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日
本
民
法
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イ
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説
五
九
（
101
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1053.
（
102
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1233.
（
103
）
な
お
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
〇
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
（D
resdenerEntw
urf,
a.a.O
.
﹇Fn.27
﹈,S.66f.
）。
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
〇
条
「
①
債
権
者
が
同
一
の
債
権
を
異
な
っ
た
時
点
で
多
数
の
者
に
譲
渡
し
た
と
き
は
、
初
め
に
債
権
を
譲
り
受
け
た
者
が
、
優
先
権
を
有
す
る
。
②
債
権
者
が
同
一
の
債
権
を
同
時
に
多
数
の
者
に
譲
渡
し
、
又
は
誰
が
初
め
に
債
権
を
譲
り
受
け
た
の
か
を
確
定
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
債
権
が
分
割
可
能
な
と
き
は
、
債
権
を
譲
り
受
け
た
多
数
の
者
は
、
頭
数
に
従
っ
て
債
権
を
取
得
し
、
そ
の
債
権
が
分
割
不
能
で
あ
る
と
き
は
、
連
帯
債
権
者
と
な
る
。」
（
104
）U
rs
Fasel,
a.a.O
.
（Fn.19
）,S.1082.
（
105
）
以
上
に
つ
き
、
渡
邉
・
前
掲
注
（
15
）
八
七
 
八
八
頁
を
参
照
。
（
106
）B
undesgesetz
überdas
O
bligationenrecht.
D
ie
B
undesversam
m
lung
der
Scw
eizerischen
Eidgenoßenschaftin
A
usführung
des
A
rt.64
derB
undesverfaßung
beschließt.S.37.
本
書
に
は
、
出
版
社
お
よ
び
出
版
年
の
記
載
が
な
い
が
、
背
表
紙
にO
R
1883
と
の
記
述
が
あ
る
。
（
107
）B
undesgesetz
über
das
O
bligationenrecht,
a.a.O
.
（Fn.106
）,S.37.
な
お
、
ス
イ
ス
債
務
法
の
条
文
に
は
、
項
番
号
は
、
付
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
に
お
け
る
ス
イ
ス
債
務
法
の
規
定
の
項
番
号
は
、
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
108
）V
gl.D
as
Schw
eizerische
O
bligationenrecht
m
it
A
nm
erkungen
und
Sachregister.
H
erausgeben
von
D
r.H
.H
afner,
M
itglied
des
schw
eizer.
B
undesgerichts.
Zw
eite,
ganz
neu
bearbeitete
A
uflege
;
nach
dem
Tode
des
V
erfasser
fortgeführtvon
A
.G
oll,
Fürsprech
in
Zürich.
Zürich,
V
erlag
:
A
rt.
InstitutO
rellFüssli.1905.S.79.
（
109
）
ス
イ
ス
債
務
法
一
八
四
条
二
項
は
「
第
三
者
」
と
し
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
第
三
者
の
範
囲
を
制
限
し
て
い
な
い
か
ら
、
債
務
者
、
譲
渡
人
の
債
権
者
お
よ
び
第
二
譲
受
人
を
含
む
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（D
as
Schw
eizerische
O
bligationenrecht.
Textausgabe
m
it
A
nm
erkungen
und
Sachregister.
H
erausgegeben
von
H
.H
afner,
M
itglied
des
Schw
eizer.
B
undesgerichts.Zürich,
V
erlag
von
O
rell
Füssli
&
C
o.1883.
S.52.
）。
（
110
）V
gl.D
as
Schw
eizerische
O
bligationenrechtsam
m
tden
Bestim
m
ungen
des
Bundesgesetzes
betreffend
die
persönliche
H
andlungsfähigkeit
m
it
allgem
einenfaßlichen
Erläuterungen
herausgegeben
von
D
r.Schneider,
ordentlichem
Professor
an
der
U
niversität
Zürich,
unter
M
itw
irkung
von
D
r.H
.Fick,
ordentlichem
Professor
an
der
U
niversitätZürich
und
gew
esenem
R
edaktor
des
O
bligationenrechtes.
D
er
A
usgabe
in
einem
B
ande
dritte,
m
itB
enützung
der
bundesgerichtlichen
Praxis
neubearbeitetA
uflage.
Zürich,
D
ruck
und
V
erlag
von
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
六
〇
331
F.Schultheß,
1893.S.170.
（
111
）B
undesgesetz
überdas
O
bligationenrecht,
a.a.O
.
（Fn.106
）,S.38.
（
111
の
2
）
こ
の
よ
う
な
譲
渡
に
つ
き
善
意
の
債
務
者
が
無
権
利
者
で
あ
る
譲
渡
人
に
対
し
て
し
た
弁
済
を
特
別
に
有
効
と
し
、
債
務
者
を
保
護
す
る
立
法
は
、
ド
レ
ス
デ
ン
草
案
三
三
一
条
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（V
gl.H
ans-Peter
B
enöhr,
Professor
an
der
U
niversität
W
ien.
D
er
dresdner
Entw
urf
von
1866
und
das
schw
eizerische
O
bligationenrecht
von
1881.
M
otivationen
der
R
edaktoren
und
Lösungen
in
den
K
odifikationen.
（H
undert
Jahre
Schw
eizerisches
O
bligationenrecht.
Jubiläum
sschrift
herausgegeben
im
A
uftrag
der
Juristischen
Fakultäten
derSchw
eiz
von
H
ans
Peter,
Em
ilW
.Stark,
Pierre
Tercier.
U
niversitätsverlag
Freiburg
Schw
eiz,
1982.S.83.
）。
（
112
）
単
な
る
私
署
証
書
に
よ
る
譲
渡
証
書
は
、
偽
造
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
否
定
で
き
ず
、
譲
受
人
が
こ
れ
を
呈
示
し
て
譲
渡
を
債
務
者
に
通
知
し
て
も
、
譲
渡
の
証
明
と
は
な
ら
な
い
。
（
113
）V
gl.D
as
Schw
eizerische
O
bligationenrecht.
Textausgabe
m
itA
nm
erkungen
und
Sachregister,
a.a.O
.
（Fn.109
）,S.80.
（
114
）V
gl.D
as
Schw
eizerische
O
bligationenrecht.
Textausgabe
m
itA
nm
erkungen
und
Sachregister,
a.a.O
.
（Fn.109
）,S.80.
（
115
）
ス
イ
ス
債
務
法
一
九
一
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（B
undesgesetz
überdas
O
bligationenrecht,
a.a.O
.
﹇Fn.106
﹈,S.37.
）。
ス
イ
ス
債
務
法
一
九
一
条
「
債
権
の
譲
渡
人
は
、
債
権
の
取
得
者
に
債
権
譲
渡
証
書
を
送
達
し
、
債
務
証
書
を
引
き
渡
し
、
か
つ
、
手
元
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
証
明
方
法
及
び
債
権
の
行
使
に
必
要
な
情
報
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
（
116
）
ス
イ
ス
債
務
法
一
九
一
条
が
譲
渡
人
に
譲
受
人
に
対
す
る
債
権
譲
渡
書
証
書
の
送
達
義
務
を
課
す
の
は
、
債
権
譲
渡
契
約
の
効
力
を
第
三
者
（
債
務
者
お
よ
び
債
務
者
以
外
の
第
三
者
）に
及
ぼ
す
た
め
で
あ
り
、
譲
受
人
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
譲
渡
証
書
の
公
証
を
請
求
で
き
る
と
さ
れ
る（V
gl.
D
as
Schw
eizerische
O
bligationenrecht.
Textausgabe
m
it
A
nm
erkungen
und
Sachregister,
a.a.O
.
﹇Fn.109
﹈,S.83.
）。
そ
れ
ゆ
え
や
は
り
、
同
法
一
九
一
条
と
同
法
一
八
四
条
二
項
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
（
117
）D
as
Schw
eizerische
O
bligationenrechtsam
m
tden
B
estim
m
ungen
des
B
undesgesetzes
betreffend
die
persönliche
H
andlungsfähigkeit,
a.a.O
.
（Fn.110
）,S.170.
（
118
）B
undesgesetz
überdas
O
bligationenrecht,
a.a.O
.
（Fn.106
）,S.37.
（
119
）V
gl.D
as
Schw
eizerische
O
bligationenrechtm
itA
nm
erkungen
und
Sachregister,
a.a.O
.
（Fn.108
）,S.79.
（
120
）
第
一
の
譲
渡
に
つ
い
て
、
そ
の
譲
渡
証
書
が
最
初
に
公
証
さ
れ
て
お
り
、
第
二
の
譲
渡
が
無
効
で
あ
る
以
上
、
債
務
者
と
の
関
係
で
も
譲
渡
債
権
は
、
譲
渡
人
か
ら
第
一
譲
受
人
へ
と
移
転
し
て
い
る
。
330
日
本
民
法
典
四
六
七
条
お
よ
び
ス
イ
ス
債
務
法
の
比
較
法
研
究
序
説
六
一
（
121
）Bundesgesetz
überdas
O
bligationenrecht,
a.a.O
.
（Fn.106
）,S.38.
（
122
）Bundesgesetz
überdas
O
bligationenrecht,
a.a.O
.
（Fn.106
）,S.37.
松
山
大
学
論
集
第
三
十
二
巻
特
別
号
六
二
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